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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君）  皆さんおはようございます。ここ２、３日めっきりというか

急激に春めいてまいりまして、浜の方もこれからタラバガニ、毛ガニと活気が戻って

参るように思います。 

昨年豊漁でした秋サケ漁、今年も昨年同様の回遊予想が発表されております。昨年

同様、昨年以上の豊漁になることを期待するものであります。 

新型コロナウイルスもだいぶ落ち着きを見せておりますが、まだまだ注意が必要と

思います。インフルエンザとともに皆さんご注意を願いたいと思います。 

本定例会も皆さんに新型コロナコロナウイルス感染症対策をお願いするところであ

りますので、よろしくお願いをいたします。また、傍聴席も今定例会も 10 席とさせ

ていただきますのでよろしくお願いいたします。 

 それではこれより令和５年第１回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

出欠の状況についてご報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は 12 名全員でございます。定足数に達しますので、会議は成

立をいたします。 

それでは議事日程に従いまして、本日の会議を取り進めさせていただきます。       

（開会 午前１０時０４分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

１番岩谷隆行議員、２番渡辺明徳議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。�
 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてをお諮りいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会にて協議され、本日から 13 日までの６日間と

したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から 13 日ま

での６日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

 議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しておりますとおり

12 月８日開会の令和４年第４回定例会以降の会議等についての内容でございますの

で、主なものだけを報告させていただきます。 

12 月６日開会の令和４年第６回臨時会では、中小企業等活性化条例の改正案、工事

請負契約の変更を、１月 23 日開会の令和５年第１回臨時会では、公衆浴場条例の廃

止案、ふるさと納税関連経費等の補正予算を審議し、いずれも可決しております。 

 議会全員協議会は、１月 17 日と２月 10 日の２回開催され、ふるさと未来応援寄附

金の状況、出産子育て応援給付金、公共施設再配置計画の策定などについて町側から

説明を受けております。 
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 総務文教常任委員会は２月 15 日に開催し、12 月の暴風雪、停電対応に係る検証と

課題、個人情報保護法の改正、移住定住対策など 11 件の所管事務調査を行っており

ます。 

 産業厚生常任委員会は２月 16 日に開催し、ゴミ減量化に向けた取り組み、認定こ

ども園の運営、児童福祉施設複合化改修事業など９件の所管事務調査を行っておりま

す。 

 議会広報編集特別委員会は、２月３日には 12 月定例会の内容とした編集作業を行

い、議会だより 63 号を発行しています。また、３月３日には、本定例会を内容とし

た発行に向けた作業が行われています。 

 議会運営委員会は３月３日に開催し、本定例会の議事運営の審議などについて協議

をしております。 

 以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告に移らせていただきます。  

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） おはようございます。 

本日は、令和５年第１回枝幸町議会定例会の開催をいただき誠にありがとうござい

ます。本定例会につきましては、単行議案が２件、条例案件が 17 件、予算案が 18 件、

報告事項１件をご提案申し上げておりますので、よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

 それでは、行政報告をさせていただきます。12 月８日に開会されました令和４年

第４回定例会以降の諸行事につきましては、お手元の報告書をお目通し願うことでご

了承いただき、主な事項についてご報告いたします。 

 初めに町内における新型コロナウイルス感染の状況について報告します。 

特別養護老人ホーム枝幸苑において、１月 20 日に短期入所者１名の感染が確認さ

れたことを皮切りに感染者が急増し、１月 24 日にクラスターの認定となりました。 

２月２日までに職員６名と入所者 15 名の合計 21 名の感染が確認されました。なお、

２日以降は感染者は発生せず、２月 20 日をもってクラスターは収束しております。

また、１月 23 日開会の臨時会でご報告しました国保病院のクラスターは１月 17 日に

クラスターの認定を受けましたが、１月 30 日で感染した入院患者 14 名の療養期間終

了となりました。 

しかし、その後さらに入院患者 11 名、職員３名の感染が確認され、感染者数合計

で 28 名となりました。２月 14 日で感染した入院患者の療養期間が全て終了し、稚内

保健所から２月 23 日に経過観察終了により収束したとの連絡を受けております。 

 引き続き、感染拡大防止に全力で取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお

願い申し上げます。 

２月に入り、全国、全道的に新規感染者数は減少しており、枝幸町内においても現

在新規感染者は減少傾向となっています。特に２月後半からは国保病院の発熱外来受

診者が減少し、陽性者が確認されてない日も続いていると聞いております。 

 次にワクチン接種の状況についてご報告します。 
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枝幸町では昨年 10 月からオミクロン株対応ワクチンの接種を行い、２月 16 日をも

って希望された方への接種は終了しておりいます。接種率は、12 歳以上の方の４回

目の接種率は約 75％、60 歳以上の方の５回目の接種率は約 85％となっています。 

なお、政府は５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置付けを２類相当から５ 

類への変更を決定しており、今後は国の方針に基づき適切な対応を行ってまいります。 

少しずつ状況が変わりつつある中、３月１日、枝幸高校の卒業式に３年ぶりに出席

いたしました。新型コロナウイルス感染対策のためその間メッセージにより祝意をお

伝えしてきましたが、久しぶりの晴れ晴れとした卒業生の皆さんを目前に、心からお

祝いを申し上げたところであります。 

改めて、できるだけ早く従来の生活に戻ることを期待する次第であります。 

以上を申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 

私から去る 12 月８日に開会されました第４回定例会以降の教育行政の中から主な

点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通し願

います。 

 初めにデスモスチルスに係る新たな発見についてです。 

昨年 11 月に、足寄動物化石博物館の澤村前館長と帯広畜産大学の主森博士研究員

の助言を受け、デスモスチルス化石確認調査を実施し、大曲露頭崖下の石の中から大

型の動物化石の一部を発見しました。 

１点目は、手首の骨を構成する月状骨であることが確認され、その大きさからデス

モスチルの成獣のものと推定されます。 

２点目は、本年２月に頭蓋骨の一部であることが判明し、ミュージアムに展示して

いる全身骨格の約 1.7 倍の大きさがあることから、全長 3.87ｍの最大級の成獣のも

のと推定され、学術的にも貴重な発見となりました。 

頭蓋骨は情報量が多く、デスモスチルスの特異性に迫れる可能性があり、今回見つ

かった頭蓋骨化石の続きが埋もれている可能性が高いことから、雪解け後調査を再開

してまいります。 

 次に、１月８日に中央コミュニティセンターにおいて、成人年齢の引き下げ後初の

令和５年枝幸町二十歳の集いを挙行しました。当日は 20 歳の方 68 名とその家族 30

名の合計 98 名の参列がありました。 

会場では、友人たちとの再会を喜ぶ輪が広がり、また、式典中は大人としての自覚

に満ちた凛々しい表情が印象的でした。当日は体調不良により欠席された方が１名お

りましたが、式典については無事に終了することができました。 

 次に、学校における新型コロナウイルス感染症対策についてです。 

３月 12 日に町内中学校が、また、３月 18 日と 19 日に町内小学校の卒業式が挙行

されます。 

今回の卒業式に限り感染症対策の見直しがあり、児童生徒及び教職員は、国歌・校

歌の斉唱などを除きマスクを外すことを基本とし、保護者や来賓等についてはマスク
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の着用を行うとしております。室内の換気などの徹底により、感染予防に留意しなが

ら対応してまいります。 

なお、入学式も含め、４月１日以降の学校教育活動における感染対策は、後日、国

から示される予定でありますので、今後の通知に留意してまいります。 

 最後に、本年度の児童生徒の卒業者数は、小学校は前年比 23 名減の 37 名、中学校

は前年比８名増の 73 名であります。また、新年度の小中学校の入学者数は、小学校

は前年比４名減の 45 名、中学校は 23 名減の 37 名で、全児童生徒数は小学校が前年

度比 15 名減の 269 名、中学校が前年度比１名減の 196 名で、総数は 465 名となりま

す。 

なお、本年度の高校進学志願状況ですが、中学校 73 名の卒業生中、枝幸高校への

進学希望者は前年度比１名減の 41 名であります。合格者が 41 名を下回らなければ、

枝幸高校の２間口は確保される見込みであります。 

以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で教育長の行政報告が終わりました。  
 

◎日程第５  令和５年度町政執行方針・教育行政執行方針 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 令和５年度町政執行方針を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）  令和５年第１回枝幸町議会定例会の開会にあたり町政執行の

基本的な方針と主要施策への私の所信を申し上げ、町民の皆様、委員の皆様のご理解

とご協力を賜りたいと存じます。 

 新型コロナウイルスが国内で確認されてから３年余を経てようやくコロナ禍を脱し、

社会活動の正常化が進みつつあります。一方、国際的なエネルギー、原材料価格の上

昇や円安の影響などから、国内においては依然として物価の高騰が続き、経済情勢は

厳しさを増しています。 

 そうしたもと、昨年４月から３期目の町政を担わせていただき、この１年間、新型

コロナウイルスの感染症拡大防止への断続的な対応や、物価高騰に対する緊急経済対

策、医療体制の強化、子育て支援環境の充実など多岐にわたり、町民の皆様のご支援

を賜りながら果敢に取り組みを進めてまいりました。 

引き続き、未来につながるまちづくりを基本方針として、町民の皆様が安心して暮

らせるまちづくりを目指し、全力を挙げて町政運営にあたってまいります。 

 今、我が国全体が人口減少、少子高齢化社会へと長期にわたり歩まざるを得ない中、

大きな岐路に立たされています。 

当町においても、人口減少の伸展とともに少子高齢化の進行が一段と加速し、地域

の担い手や働き手の不足が急速に表面化していることに強い危機感を感じております。 

この１年は激動する社会変革の動きと、ポストコロナ時代をしっかり見据えながら、

当町として今後のまちづくりを進めていく上で、重要な分岐点になると考えておりま

す。 

したがって、今直面している懸案課題の解決に向けては、これまでにも増して地域

の力を結集し、想像力を高め、スピード感を持って取り組みが進められるよう全力を

尽くしてまいります。 
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こうした基本的な考えのもと、令和５年度に重点的に推進する政策を申し述べます。 

 人口減少対策では、将来を担う若い世代が地域に定着できるよう、地場産業の担い

手確保、中小企業等での事業継承や後継者育成の支援を充実します。 

また、定住対策として、新たに次世代住宅建設支援による住環境整備を進めるとと

もに、定住移住政策と歩調を合わせ新結婚新生活支援のほか、安心して出産や子育て

がしやすい環境づくりに取り組んでまいります。 

 ふるさと創生総合戦略の基本姿勢に掲げる産業経営基盤の安定強化は、当町にとっ

て根幹となる重点政策であります。 

昨年、漁業では、主力のホタテや秋サケ漁の魚価高に支えられ、２年連続で史上最

高の水揚げ高を更新し好況に沸いた一方で、酪農業では、生産資材などの高騰や生乳

の供給抑制の影響により極めて厳しい経営環境に陥っています。 

 恵まれた自然条件のもとで、農林水産資源を活かしながら基幹産業を安定させるた

めには、経営基盤強化の推進なくして当町の発展は考えられません。 

漁業においては、漁業基盤整備の促進とともに、衛生管理体制構築による輸出拡大、

農業での生産基盤の着実な整備、林業では森林基盤整備、全てに共通する担い手確保

の取り組みの継続によって安定した生産力の向上を目指し、農林水産業をはじめ、産

業全体のさらなる振興を図ってまいります。 

 脱炭素社会の実現に向けて豊かな自然環境と美しい景観を守り、地域における地球

温暖化対策への責任を果たすため、令和４年２月に2050年までに二酸化炭素の排出量

を実質ゼロにするゼロカーボンシティを宣言し、再生可能エネルギーの導入やゴミ減

量化に向けた取り組みを進めております。 

また、脱炭素社会、循環経済、分散型社会への移行を推進し、脱炭素化や行動変容

を町が率先して先導していくためにも、公共施設への太陽光発電設備等の導入調査に

加え、省エネ住宅の推進や一般廃棄物最終処分場の本格的な再編整備への着手など重

点的な取り組みを進めてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症は次々と新たな変異を繰り返し、大きな感染の波が幾度

となく繰り返されてきました。 

政府は新型コロナウイルスの感染症法の位置付けを本年５月８日より、現在の２類

相当から５類に変更する方針を決定しました。 

当町もこの方針に従って、引き続き国や道と連携を図りながら、具体的に示される

対処方針に基づき適切に対応を進めてまいります。 

また、コロナ禍で人々の価値観や行動様式が大きく変わり、社会全体でもデジタル

化やテレワークなど、様々な分野における多様化への対応が加速しており、当町も自

治体ＤＸ、デジタルトランスフォーメーションの推進や情報発信の強化に努めてまい

ります。 

 当町では、令和３年度から７年までを財政健全化重点推進期間と位置付け、行財政

改革と連携した財政基盤の強化、公共施設の適正な維持管理、効率的な財政運営の３

項目を柱に取り組みを推進し、安定した財政基盤の確立を目指しております。 

しかしながら、産業振興や地域経済を下支えする社会生活基盤の整備に積極的に取

り組んでいるため、近年は多額の基金取り崩しによる予算編成を余儀なくされていま

す。未来を担う次世代に大きな財政負担を先送りしないためにも、財源の確保ととも

に、単独施策や公共施設等の見直しによる行財政改革を重点的に進め、将来を見据え
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ながら安定的な財政運営に努めてまいります。 

 以上、重点的な政策のみ申し上げましたが、町民の皆さんが安心して暮らせるよう

保健・福祉・医療の充実にもしっかりと意を注ぎ、人口減少社会に対応するバランス

のよいまちづくりを進めてまいります。 

 次に、令和５年度の重点施策を申し上げます。 

人口減少が加速する中で、若い世代の定住対策はまちづくりの重要な施策となり、

地域経済の維持には当町の優れた魅力や豊かな資源を余すことなく次の世代に引き継

いでいかなければなりません。 

そのためには若い世代や新たに家庭を持つ世帯などへの定着と定住を促進し、新婚

から子育てに及ぶ支援を強化するため結婚新生活支援や次世代住宅建設支援の制度新

設とともに、未利用町有地の宅地分譲や空き家・空き地バンクの利活用などにより、

枝幸町に住み続けられる定住環境づくりに積極的に取り組んでまいります。 

また、地域の人材不足は基幹産業や医療、福祉など様々な分野に影響を及ぼすこと

から、定住や住宅施策と併せて人材確保や育成の取り組みを促進し、ＵＩJターンや

地域おこし協力隊制度を活用して移住者支援に努めてまいります。 

 町内の中小企業商店では、人員不足や後継者不足から事業継続が困難となり、規模

の縮小や廃業、閉店に至るケースが顕著になっております。 

こうしたことから、中小企業等活性化助成事業を再構築し、新規創業のほか、事業

継承や生産性向上等への支援などを行い、雇用の安定確保と事業者支援に努めてまい

ります。 

また、地域の雇用促進を図るため、中小企業等雇用促進住宅建設支援事業を創設し、

移住・定住施策との連携を図りながら、人員不足の解消とともに、外国人技能実習生

受け入れ拡大が図られるよう支援してまいります。 

さらに、この事業には、ふるさと納税でいただいた寄附金を財源に活用することか

ら、地場産業とふるさと納税のつながりを強化するため、地域経済の好循環サイクル

を確立することによって、産業構造の変革を目指してまいります。 

 当町のふるさと未来応援寄附は全国から多くのご支援をいただき、６億円を超える

過去最高の寄附額となりました。 

今後も継続して支援、失礼、継続して応援していただけるよう、ふるさと納税をま

ちづくりへの財源として大切に活用し、魅力ある観光コンテンツの形成や情報発信を

進めてまいります。 

さらに、事業者との一体的な取り組みとして、物流効率化の実証実験を始めた枝幸

モデルのバルク輸送方式とふるさと納税やオホーツク枝幸ブランド推進との連携事業

では、良質な特産品や返礼品提供の拡充を見込み、さらに多くの方に枝幸を応援して

いただけるよう努めてまいります。 

 町国保病院の病棟再編や病床削減、特別養護老人ホームの老朽化への対応など、こ

れからの福祉・介護・医療の包括的な体制整備や人材確保が喫緊の課題となっており

ます。 

このため、令和４年４月より保健福祉課福祉介護連携推進室が主体となって地域包

括ケアシステムの構築に向けて、現状に対する地域課題の共有や福祉介護連携のあり

方などの調査検討を進めてきました。 

引き続き、現状の問題点や持続可能な施設機能などの徹底した分析を行い、これか
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らの地域に必要な福祉・医療の構築を目指して着実に取り組みを進めてまいります。 

 町民の憩いの場、ビジネスや観光客の宿泊拠点であるホテルニュー幸林、歌登グリ

ーンパークホテルの両保養施設は、建物や設備の老朽化、慢性的な従業員の不足、経

営改善など多くの課題を抱えている現状にあります。 

これらの課題に対応するため、令和５年４月より組織機構再編により、観光課に保

養施設等対策室を設置し、両保養施設と南宗谷ゴルフ場の今後のあり方について総合

的な観点から方向性を固めたいと考えております。 

なお、現在の指定管理期間が令和６年度末で終了しますので、次の指定管理者を選

定する時期までに基本構想・基本計画の策定を目指して取り組みを進めてまいります。 

 合併から17年が経過する現在、多くの施設で老朽化が進むとともに、人口減少や生

活様式の変容から合併時と比較して需要が大きく減少している施設が存在するように

なりました。 

したがって、令和４年策定の公共施設再配置計画を全体構想として施設運営の方向

性やあり方を見直し、施設維持や整備などを進めていく考えであります。 

 町民の皆様からもご意見やご提案をいただき、限られた財源の中で将来を見据えた

公共施設の維持・運営ができるよう改修・更新や統廃合などの見直しを進めてまいり

ます。 

 本年４月から枝幸地域子育て支援センター併設の幼保連携型枝幸町認定こども園開

園によって、当町の子育て支援の中核施設として生まれ変わります。 

新年度では、継続事業として認定こども園の園庭が整備されます。 

新しい環境のもとで質の高い幼児教育と安心安全な保育の提供に努め、子供たちの

笑顔あふれる施設として町民の皆様に親しまれるよう努めてまいります。 

また、現在の枝幸保育所、枝幸地域子育て支援センターは児童福祉や母子保健業務、

地域交流を一体的に行う相談支援施設、こども家庭センターとこども会館、南宗谷こ

どど園センターなどの機能を集約する複合施設としてリニューアル整備し、令和６年

４月の開設を目指してまいります。 

改修後には、認定こども園、子育てサポート拠点施設にじの森などとの連携を強化

し、枝幸市街地に子育て支援エリアが形成されますので、町全体の子育て支援の一層

の充実に取り組んでまいります。 

以上、私の町政に対する所信の一端を述べさせていただきました。 

今、私達の前には、人口減少、少子高齢化が加速していることから、様々な課題が

立ちはだかっています。 

これまでも幾多の困難に直面してきましたが、地域の皆さんとともに力を結集し、

乗り越えてきました。 

恵まれた大自然のもとで、未来につながる新たな可能性を求めて皆さんと建設的な

議論を重ねながら、一歩一歩、未来を切り開いていくため全力を尽くしていく決意で

あります。 

町民の皆様、町議会議員皆様には、さらなるご支援とご協力をお願い申し上げ、令

和５年度町政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で町長の街政執行方針が終わりました。引き続き、教育

行政執行方針を行います。 

小川教育長。 
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（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君）  令和５年第１回枝幸町議会定例会の開会にあたり、教育委

員会の所管行政の執行に関する主な方針について申し上げます。 

 はじめに、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢による物価の高騰をはじめ、

少子化やグローバル化、高度情報化の進展などの課題を抱えながら、社会は大きく変

化しております。 

このような変化の激しい時代に子どもたちが将来、たくましく生きていくためには、

主体的で協働や対話を通じ、様々な課題を解決する資質能力の育成が求められており

ます。また、こうした社会の変化に向き合いながら、ふるさとに誇りを持ち、多様性

を尊重し、心豊かに健やかに生活ができるよう教育環境づくりを推進することが重要

です。 

こうした現状を踏まえ、令和５年度における教育行政の主要な政策について申し上

げます。 

第１は、未来社会で生きるための実践的な力の育成です。 

学力の向上については、全国学力・学習状況調査や各種学力検査などを活用し、結

果の把握・分析を行い、検証改善サイクルを確立する取り組みを一層推進してまいり

ます。 

主体的・対話的で深い学びの視点に基づく授業改善を進め、子ども自身が興味を持

ち、子ども同士の対話により自らの考えを広げ、課題の解決を図る探究の過程に取り

組む姿勢を身につけさせてまいります。 

また、児童生徒用端末などのＩＣＴを積極的に活用し、学習意欲を高め、個別最適

な学びと協働的な学びを推進してまいります。 

 特別支援教育については、支援員の配置など児童生徒一人一人の教育的ニーズに対

応した指導や支援の充実を図り、インクルーシブ教育の推進に努めてまいります。 

国際理解教育については、外国語指導助手の配置を継続し、英語指導の充実とコミ

ュニケーション能力の向上、学校への効率的な派遣に努めてまいります。 

 持続可能な社会の創り手をを育むふるさと教育の推進では、枝幸の自然や文化、産

業などの理解を深めながら、ふるさとに対する愛着や誇りを育んでいきます。 

また、小学校から高等学校を通じて、町内での社会見学や職場体験などの学習状況

により、キャリア形成を自ら見通し、評価を行うキャリアパスポートを積極的に活用

してまいります。 

 第２は、豊かな心と健やかな体の育成です。 

道徳教育については、倫理感や規範意識を身につけさせ、ボランティア活動などに

より、他者を思いやる豊かな心を育む教育の一層の充実に努めてまいります。 

いじめ防止及び不登校防止の取り組み推進については、学校においてアンケート調

査や日常の子どもたちの様子の変化などに注意しながら、早期発見と組織的かつ迅速

な対応に努め、また、日頃よりコミュニケーション能力の育成と望ましい人間関係づ

くりを築く力を育て、未然防止に努めてまいります。 

学校への支援については、専門知識や経験を有する教育相談員を派遣し、関係機関

と連携しながら対応してまいります。 

体力運動能力の向上については、全国体力・運動能力、運動習慣等調査などの結果

を分析し、事業内容の工夫・改善と個々に応じた指導を行い、体力の向上に努めてま
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いります。 

学校給食については、食に関する知識向上と望ましい食習慣の定着を図る食育の指

導を行い、食物アレルギー対策や衛生管理を徹底した安全な給食の提供や、地元食材

を活用したメニューの多様化と充実に努めてまいります。また、食材など物価高騰に

係る学校給食費については、今後、国の対策など動向に注視し、値上げをしないよう

工夫をしながら適切に対応してまいります。 

健康教育の充実については、各種感染症の予防のため、基礎的な知識や対策を身に

つけさせる指導を行ってまいります。また、昨年度から子どもたちの歯の健康を守る

ため、小学１年生を対象にフッ化物洗口事業を試験的に行っておりましたが、今年度

からは小中学校全学年を対象に本格実施し、子どもたちの虫歯予防対策を図ってまい

ります。 

第３は、学びをつなぐ学校づくりです。 

学校運営協議会が導入されている学校では、学校・家庭・地域が一体となって意見

を出し合い、魅力ある学校づくりに取り組んでいることから、引き続き地域の協力を

得ながら学校運営を行ってまいります。導入されていない学校においては、今後導入

に向け検討してまいります。 

学校種別間の連携については、幼児教育施設と小学校、中学校、高校間で相互理解

に基づいた連携と協力を図りながら、児童生徒の教育の接続を円滑に進めてまいりま

す。 

枝幸高校の存続については、魅力ある高等学校に向けて、町と連携を図りながら、

引き続き各種就学助成事業を行うとともに、中学校と高校が連携を強化し、地元高校

への進学率の維持向上に努めてまいります。 

学校運営改善では、教職員の働き方改革において、教員が子どもと向き合う時間の

確保に向けて「枝幸町立学校における働き方改革行動計画（第２期）」に基づき、継

続した業務改善に努めてまいります。 

部活動の地域移行について、国では将来にわたり地域で持続可能な体制構築として、

休日の部活動を地域に移行することを掲げ、このことにより教職員の働き方改革につ

ながり、学校教育の質の向上を図ることを目指しております。 

このことから、地域の関係機関と協議の場を設け、現状と課題を明確化し、部活動

の地域移行に向けた検討を進めてまいります。 

教職員住宅については、建設から年数が経過し、老朽化が進んでいることから、今

年度から１棟４戸住宅を枝幸市街地において整備し、教職員の住環境の改善に取り組

んでまいります。 

教職員の資質能力の向上については、専門的知識と指導力向上のため、関係機関が

主催する研修に積極的な参加を促し、教職員全体のスキルアップを図ってまいります。 

第４は、地域の教育資源を活かした家庭青少年の学びです。 

子どもを守り育てる協働体制の充実では、急変する社会情勢に対応できるよう現代

的な手法や考え方を取り込み、地域・学校・家庭が連携し学習機会の充実や情報発信

に努めてまいります。 

青少年の体験活動の充実では、子どもたちが豊かな人間性を養えるよう多様な体験

活動の機会を提供し、関係団体と連携して次代を担うリーダーの育成に努めてまいり

ます。 
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第５は、多様化する学びを支える社会教育・生涯学習です。 

学習機会の充実では、住民のライフステージや学習ニーズの多様複雑化に応じた情

報収集に努め、主体的に学ぶ意欲を高められる機会を提供してまいります。 

芸術文化活動の振興については、地域に根付いている文化活動を支援し、その活動

を継承するための人材育成を推進してまいります。また、優れた芸術文化に触れ、創

造性や感性が育まれるよう芸術鑑賞機会の提供に取り組んでまいります。 

スポーツ活動の推進については、生涯にわたりスポーツに親しみ、スポーツを通じ

て健康維持への意識の醸成や交流を促進できるよう運動年齢や運動能力に応じた普及

や環境整備に取り組み、関係団体が行うスポーツ振興事業への支援を行ってまいりま

す。 

図書館活動については、レファレンスサービスなどの充実に努め、適切な情報を提

供することにより利用者の利便性を図り、特に子どもたちが読書習慣を身につけられ

るよう各年代に合わせた読書活動事業を推進してまいります。 

また、図書館暖房設備の更新に伴う書架の入れ替えや窓の交換など館内全体の改修

事業を予定しており、工事期間中は図書の貸し出し制限や臨時休館にする場合があり

ます。 

町民の皆様にはご不便をおかけすることになりますが、ＥＯＳやホームページなど

で丁寧に周知してまいります。 

博物館活動については、オホーツクミュージアムえさしをふるさと教育の中核を担

う施設として、地域住民の愛郷心を育み、地域社会の持続的な発展に貢献してまいり

ます。そのため、ふるさと枝幸への誇りと愛着を強く感じられるよう重要文化財をは

じめとする「枝幸のたから」や学芸員の専門性を活用した特色ある教育普及事業を展

開してまいります。 

以上、令和５年度の教育行政の執行に関する主要な方針について申し述べさせてい

ただきました。 

教育委員会といたしましては、次代を担う子どもたちが郷土に誇りを持ち、未来に

向かってたくましく成長していくとができるよう、また町民の皆さんが生涯にわたっ

て豊かに学ぶことができるよう、学校・家庭・地域はもとより関係機関団体等との連

携を図りながら、本町教育の充実・発展に取り組んでまいります。 

町民の皆さん並びに町議会議員の皆さんのご理解とご協力をお願い申し上げ、教育

行政執行方針といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で教育長の行政報告が終わりました。  
 

◎日程第６ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第６ 一般質問を行います。 

通告は４名から５問であります。 

一問一答方式で行います。質問する議員は質問の大項目ごとに、最初の質問は登壇

の上発言していただき、再質問以降は自席から発言していただきます。 

理事者側の答弁も同様にお願いいたします。 

なお、再質問等の回数制限は設けませんが、１人あたりの持ち時間は答弁時間を含

めて１時間以内といたします。 

なお、再質問の際はあまり本書を外れないよう簡明に願います。 
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それでは順番に従い、発言を許します。 

８番遠山修議員の質問を許します。 

８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従い２点について質問させていただきます。 

まず１点目、災害に対する備えということで、町長にお聞きします。 

１年を通して災害に対する備えは必要です。昨年 12 月の暴風雪災害、これから雪

が解け、夏場は台風・洪水対策、また１年を通して地震・津波に対する注意も必要で

す。 

北海道・三陸沖後発地震注意情報の運用が令和４年 12 月 16 日から始まりました。 

マグニチュード７～９クラスをモデルにオホーツク海沿岸の津波浸水想定を防災会

議では、最大クラスの地震が起きた場合の津波の高さと到達時間の想定が公表されま

した。 

枝幸町では最大津波高 9.2ｍ、最大津波到達時間が 35 分、浸水面積は 590 ヘクタ

ール、このような津波が押し寄せた場合、枝幸市街地と目梨泊から音標までの海岸線、

内陸部の歌登地区にも津波が北見幌別川を遡上することで甚大な被害が予想されます。 

基幹産業の漁業に与える影響は重大です。 

当然ながら、今までの避難場所では最大津波高さ 9.2ｍから考えると設置場所も変

わってくるとも思われます。 

海岸線に近い学校や防災資機材を保管してある防災倉庫など、早急な方向性を示す

示せなくればなりません。 

これらを踏まえて、防災・減災計画を大きく見直し、ハザードマップの再構築と町

民への周知などをどのように考えていくのか考えを伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）  遠山議員のご質問にお答えします。 

 北海道は、法律に基づき宗谷岬から知床岬までのオホーツク海沿岸の津波浸水想定 

区域を設定し、２月 20 日に公表しました。 

浸水想定区域は、紋別沖や網走沖などを震源とする最大クラスの津波を想定したも

ので、議員のご質問にあるように枝幸町では津波の高さが最大で 9.2m、その津波が

到達する時間は 35 分であり、浸水面積は最大で 590 ヘクタールとなっております。 

 公表された図面によりますと、10m 未満の浸水想定区域は町内の海岸線全域にわた

っており、平成 19 年 12 月に作成し、全町に配布いたしました枝幸町防災マップに示

されている標高分布 10m 未満の区域とほぼ同じようなものとなっております。 

 従来の津波に係る指定避難所や指定緊急避難場所も大きな変更にはならない見込み

でありますが、当町においては、このたびの浸水想定区域の設定を踏まえて、新たに

ハザードマップを作成する予定であります。 

 しかしながら、ハザードマップの作成に必要なデータについては道から提供される

時期が未定であることから、データが提供される時期が判明した段階で、内容の検討

や予算化を含めて作成に向け準備を進めてまいります。 

 津波への対応は一刻も早く、少しでも高い場所へ逃げることが肝要であり、これま 
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でと変わるものではないことから、新たなハザードマップが完成するまでの間は、こ

れまでと同様に枝幸町防災マップを活用し、警報発表の際の速やかな避難などについ

ては、改めて広報誌などで啓発していきたいと考えております。 

 一方、昨年 12 月 16 日から運用が開始された北海道・三陸沖後発地震注意情報は、

日本海溝・千島海溝沿いでマグニチュード 7.0 以上の地震が発生した場合、その後、

より大きな地震が発生する恐れがあることから、１週間程度注意を呼びかけるもので 

あります。 

 津波の発生に備え、発災時にはすぐに避難できるよう準備を促すもので、当町にお

きましては、注意情報が発表された場合、音声告知放送などで注意喚起を行うことと

しており、このことは広報えさし２月号や町ホームページでもお知らせしているとこ

ろであります。 

 今後も防災に関する町民皆さんの意識を高めていただくため、様々な機会、また方

法により情報提供を行ってまいります。 

なお、平成 19 年３月完成の防災倉庫については、水産庁の交付金制度を活用して

枝幸港の背後地に整備したものであります。 

港などにおける油の流出による汚染拡大を防止するオイルフェンスや救命ボートも

保管していることから、当面は津波を除く防災資機材の保管場所と位置づけ、役場庁

舎なども活用しながら対応いたします。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）  今回発表された情報というのは、普通の風水害、例えば台風

であるだとか自然災害でもそういう日々情報がテレビ等で見れるものではない。 

例えば、地震・津波については、いつ起きるかわからないっていうのが困ったとこ

ろでもあるんですけども、やっぱり日頃からのやっぱり備えというか、これは例えば

今までコロナ禍でできていないと思われるんですけども、避難訓練ですだとか、そう

いうのもおそらく風水害を想定した何か避難訓練なのかなっていうふうに感じるんで

すけども、これからは一つそういう津波対策っていうのも加わった中で考えていかな

ければならないのかなと察するんですけども、その辺についてご説明いただけますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

遠山議員おっしゃるとおり、ここ２、３年は、避難訓練は新型コロナの関係ででき

ておりませんでした。 

５月から感染法の位置づけが２類相当から５類に引き下げるということもあります

し、そういう意味で緩和されていくのかなと思いますので、今年度からはですね、防

災訓練を考えて、していきたいなと考えております。 

まずは、歌登地区は河川の方のそういう洪水の関係を想定したものも必要ですし、

枝幸地区もですね、海岸線沿いってこともありますので、数年前には津波を想定した

避難訓練を行っております。 

ですから、そういうことも今後検討して実施していかなければならないのかなと思

っております。 
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以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）  私思うんですけども、この防災・減災っていうのは、やっぱ

り何もお金をかけてやるっていうことじゃなくて、やっぱり日々そういう訓練なり、

机上の上でどういうような想定のもとで、こういう避難をした方がいいよというよう

なのは日々担当の方で考えていかなければならない条件なのかなと思うんですよね。 

 そんな中で例えば冬にもしあったらどうなんだと、いろんな想定がつくんですけど

も、そういうことも踏まえて、例えば流氷が入ってるときに津波が来たらね、とんで

もないことになってしまうんで、そういういろんなシミュレーションを考えてですね、

防災訓練をただやるだとか避難訓練をただやるだとかっていうんじゃなくて、やっぱ

りいろんな災害を想定して、考えていかなければならないような、この日々変わって

くる例えば自然条件、地球温暖化の影響もあるでしょうし、地震・津波についてはね、

突発性なんで、私もよくわからないですけども、いろんなことを想定した中で、やっ

ぱり考えていかなければならないと思うんですけどもその辺含めてどう思っておられ

ますか。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

確かに津波・地震は夏だけに限らないので、冬期のことも考えられると思います。 

基本的に避難訓練をやる場合にはですね、多分そういう気象の関係もあるので、雪

の降らない時期になるのかなと思いますけども、冬期のそういう避難も当然想定され

ますので、そういうものはですね、まず机上でですね、シミュレーション、担当の方

で行いながら実際そういうふうになったときはどうするのかということも決まってい

けば、皆さんにお知らせしていければいいなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あと最後になるんですけども、防災倉庫の問題っていうのは、

建った時に、たまたまあの頃地震が来て若干津波が来たっていう経緯はあるんです。 

 私も建った当時からこういう質問してたんでわかるんですけども、やっぱりその辺

も頭の中に入れておいて、例えばかなりの資機材あそこにあると思うんですよね。 

そういうものを考えて町長言うように、例えば役場庁舎で保管できるものはしても

らうと、あと避難場所等で保管できるようなものっていうのはそういうところで保管

するっていうような、何かあったときに全部流されてしまったんではどうしようもな

い問題ですし。 

あと海岸沿いに、私、昨日もですね問牧にちょっと行きました。そしたら本当に海

沿いに住宅が連なっているですよね。 

例えば目梨から本当に音標まで学校もあるんですけどね、そういう学校でのそうい

う避難訓練っていうんですかね、今までになかったようなことを想定してやるっての

は、なかなか大変なんでしょうけども、これから考えていかなきゃならない問題なの

かなと思うんですけども、その辺含めてお考えがあれば。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 今、遠山議員おっしゃるとおり学校、児童生徒さんのそういう避難訓練も必要なの 
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かなと思っております。 

例ですけども、昨年、一昨年ぐらいから宗谷総合振興局が主体となって行っており

ます一日防災学校というのがありまして、令和３年には風烈布小学校、昨年は南中学

校ですとか目梨泊小学校ですとか全部で５つの学校がそういう防災学校を実施してお

ります。 

そういう中でですね、１日ですけども、児童生徒さんたちがそういう防災教育に触 

れてですね、そういう防災に対する意識をですね、高めていくということも行ってお

りますので、今後はですね、町の方でもうそういう方たちを入れながらの避難訓練も

実施できればいいのかなとも思っておりますので、今後検討したいと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君）  すいません、これで最後にしますけども、いわゆる各公共施

設、学校等も含めて海抜表示してますよね。 

だからそういう海抜表示してる場所については、例えば学校なんかでしたら、自分

の学校の高さがどのぐらいなんだと。 

例えば津波が来た時は、この学校は津波でやられちゃいますよっていうような認識

ってのはその数字で見てわかると思うんですよ。 

だから 9.2ｍ、最大津波高さ来たら、例えばここのコミセンで 10ｍ弱ですから、歌

登の文化会館でも 10ｍ弱なんですよねって考えればそのぐらいの高さには行くんだ

ろうなと察するんですけども、やっぱり道路だとかにも海抜表示してます。 

ここの津波浸水の高さというか表示されてるんですけども、そういうものを利用し

てですね、やっぱり目に見えるものってやっぱり一番大事だと思うんですけども、そ

ういうことも含めて、これから防災対策っていうか、されていかれてはいけんじゃな

いかなと思うんですけども、その辺について何かあれば、ご答弁願います。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

各避難所にはですね、標高表示をしておりますので、そういう避難所以外じゃない

んですけども、避難所のとこにはそういうふうにしておりますので、それも目安にな

るのかなと思っております。 

あと学校なんかでも、何ヶ所かは、標高 10ｍ以下のところもありますので、そう

いうところは津波の避難所にはなっておりません。 

ただ、先ほど町長の答弁もありましたとおり避難に関しては、もし津波が発生しま

したら、できるだけ早く高い所に逃げるっていうのが鉄則でありますので、そういう

ようなところをですね、また改めて広報等でですね、町民の方に周知していって、そ

ういう意識をですね、皆さんに持っていただければなと思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい。それでは１時間以上経ちましたので、11 時 15 分まで

休憩したいと思います。 

遠山議員、その後２問目をお願いいたします。 

休憩 午前１１時０６分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 
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遠山議員の２問目の質問を許します。 

８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） ２点目の質問をさせていただきます。 

 新型コロナウイルス５類移行後の対策。 

 新型コロナウイルスが感染症法上の位置づけが５月８日から季節性インフルエンザ 

と同じ５類に引き下げられます。感染対策も個人の判断に委ねられます。 

当町も国保病院、両地区の特養でのクラスターが発生しましたが、収束に向かい現

在は感染者数も落ち着いています。 

新型コロナウイルスが日本で確認されて３年が経ち、ウイルスの変異、ワクチンや

治療薬などによる予防法や治療法、日常生活での対策が進み、重症化率、致死率が低

下してきました。 

 感染に注意しながらも、考え方を切り替え、学校生活や社会経済活動を戻していく

ことが必要なのかもしれません。しかし、感染症法上の分類が変わってもウイルスそ

のものがなくなるわけではありません。 

国は５類以降に伴い、現在より幅広い医療機関での受診ができるようにする考えで

す。 

当町の国保病院のこれからの診療体制の確立が急務と考えます。また、マスク着用

指針による医療機関や高齢者施設を訪問する際の感染対策、ウィズコロナに向けた考

え方を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）  遠山議員のご質問にお答えします。 

 政府はこのほど、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけを５月８日から季節

性インフルエンザと同じ５類に引き下げることなどを決定しました。 

国としてこれまで講じてきた各種の政策・措置について見直しが行われることにな

ります。 

 この変更に伴い、現在講じている医療費の自己負担分に対する公費支援が見直され

るほか、新型コロナ患者が幅広く医療機関に受診できるよう、必要となる感染対策を

講じつつ、段階的に移行されることになっております。 

３月上旬にも政府は具体的な方針を示していることから、この方針が示され次第、

枝幸病院においても速やかに対応を検討してまいります。 

感染対策のうち、マスクの着用については、国において３月 13 日から個人の判断

に委ねることを基本としていますが、医療機関受診時や高齢者施設等への訪問時など

重症化リスクが高い方の感染防止に効果的な場面では着用を推奨しておりますので、

枝幸病院受診時にはマスクの着用をお願いします。 

また、コロナ診療については５類になっても、高齢者や基礎疾患がある方は重症化

リスクがあり、病院内には免疫力が落ちた状態の人も多いことから、院内にウイルス

を持ち込ませず、院内で広げないためにも当面は現行と同じ感染対策を取らざるを得 

ないと考えております。 

以上、答弁とします。 
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○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） ２類から５類ということで、感染症法上の括りってのは別に

いいんですけども、実際のところ、例えば町民なんかも心配していると思うんですけ

ども、実際今の２類の状況でも、例えばどのように病院を受診したらいいのかとか、

それが５類に変わった時に実際病院で診察してくれるんだろうかと、そういった細か

いことがすごい不安材料の一つじゃないのかなって思うんです。 

確かに今はあの入り口で検査をして、例えば自宅で待機になるのか、その辺ちょっ

とわからないですけども、院内に入れないということは院内でもし何か検査で陽性に

なったとしても、町立病院においては、それ以上のことをしないっていうふうに考え

られるんですけどもね。 

その辺のことが例えば５類に変わった時にどうなっていくのかと、インフルエンザ

みたいな対応の仕方っていうか、インフルエンザだと、例えば薬を処方してもらえる

だとか、そういったことがあるんですけど、結構そういう細かいことっていうか、基

本的なことなのかもしれないですけど、結構知らない町民の方が多いと思われるんで

すよね。 

それについて、どういうふうにしていくのかっていうか、国の方針がまだ出てない

んで、難しいのかもしれないですけども、その辺含めて答弁をお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

遠山議員ご指摘のとおり、このたび新型コロナウイルスの取り扱いが５類、２類か

ら５類に変更になるということが政府の方で決定になりましたが、国からの各種の政

策・措置についての見直しの状況については、３月上旬にも示すということなんです

が、まだ示されていない状況でございます。 

 病院としましても情報収集しているところですが、現在のところ、新聞報道等で出

ております情報が全てでございまして、これからの国の政策・措置について情報を得

ましたら速やかに検討して対応してまいりたいというふうに考えております。 

ご質問のありました受診方法ですとか、診察の方法はどうなるかというところでご

ざいますが、基本的に病院としましては２類から５類に変わったといたしましても、

世間的にはウィズコロナになりますが、病院としては病院内に持ち込まない、持ち込

ませない、病院内で広げないという観点から引き続きゼロコロナという対応をさせて

いただきたいというふうに考えてます。 

 対応といたしましては、先ほど議員おっしゃいました入口での発熱外来等の状況に

つきましては、引き続き同じような状況で対応する予定でございます。 

また、インフルエンザ、コロナにつきましても発熱外来受診時におきましては、必

要とする患者さんに対しましては処方するというような措置をとりますので、現行と

変わらず感染対策を実施しながら診察につなげていきたいというふうに考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 今までと変わらない対応といいますか、例えば症状がある方 
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については、例えば熱があるんであれば解熱剤を処方するだとか、そういった処置に

なってくるのか、例えばちょっと重症化してるよということであれば、拠点病院に搬

送するだとか、そういったことになってくるのかと思うんですけども、そうであれば、

例えばもしまたコロナが猛威を振るった際に拠点病院がパンクするっていうのは考え

られますよね。 

 そういうのを見越した中で、例えば何ていう有料化っていうのもあるんで何とも言 

えないですけども、実際に自宅でっていう話になってくると、有料だということで何

についても検査するんで、もう処方される薬も有料化だよということになってくれば、

表に現れないっていうか、そういう患者さんも出てくるのかなって察するんですけど

ね。実際何がいいのかってのは私も正直言ってわからないですけども、このコロナに

対する考え方っていうか、難しい問題なんでしょうけど、実際に病院内に持ち込ませ

ない、それはわからんではないんですけども、何か町民皆さんに伝わるものっていう

か実際、町病としてこういうことをやってますよっていうか、なかなか行きづらい、

当然今は検査も個人の自分でできるキットもあるんですけどもね、なかなか高いです

し、そういったことも含めて何か病院としての方策と言いますか対応というか難しい

んでしょうけど、何か考えてることはございますか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの遠山議員のご質問にお答えいたします。 

議員おっしゃるとおり様々な課題があるというふうに認識しておりますとおり、ま

ず最初に入院患者さんの関係ですが、例えば入院適用になった場合、感染症対策の必

要な病院に搬送しなければならないというような状況が生じた場合のことに、例えば

の例でございますが、今はまだ２類で本来であれば行政の方の保健所になりますが、

保健所の方で入院調整するような形になると思いますが、実際現場の病院としまして

は、状況としましては、あくまでもドクタードクターでやってほしいというような保

健所からの依頼もありまして、ドクターと相手さん方の病院のドクターと直接お話を

して入院ベッドがありますかとかっていうところの調整は今もしているところでござ

います。 

それと入院先としまして、患者さんの不安の部分につきましては、引き続き検討結

果につきましては、住民周知をしていきたいというふうに考えていますが、病院とし

ましても医療費の自己負担がどうなるのかですとか、感染対策におきます資機材の確

保につきましては、今まで国の方からも一部協力物品が届いたりということがありま

すが、今後は全部自前の病院の方で用意しなければならないですとか、いわゆる完全

防護服で防護服の対応、手袋それからヘアキャップですとか、その辺の様々な問題に

ついても今後検討していきたいというふうに考えています。 

また、発熱外来等の状況でございますが、議員おっしゃるとおり、自分でできる検

査キットも出ておりますが、報道等によりますと、基本、今後検査については自己負

担になるというような状況もございますので、その辺についてはうちの方でもしっか

りと見直しの通知が来ましたら５月８日に間に合うように検討を進めて対応していき

たいというふうに考えています。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） この２類から５類に変更になるということで、今、毎週です 
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かねＥＯＳで枝幸町のコロナ患者の総数だとかの発表してますけども、当然ああいう

のも変わってくるのかなと思うんです。 

なかなかインフルエンザにかかった数っていうのはなかなか発表しないですけど、

今回コロナに関しては２類だということで、ああいう発表の仕方をしてるんだと思う

んですけど、そういう住民に対して、例えば感染者数の把握だとかそういったことは

これからどういうふうな扱いになってくんでしょうかね。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

今後どのようになるのかというところについては、我々も各種施策のですね、通達

を受けて実施するというような内容で考えておりますが、枝幸の病院には多くの他の

病院の協力病院から出張の先生方が来ておりますので、都度その先生方とですね、情

報交換といいますか、面会の入院患者の面会の部分についてはどのように対応してい

るのかというところもお尋ねしてるんですが、基本枝幸病院と同じような対応してい

るところがほとんどでございまして、面会してもいいですよだとかっていうオープン

してるところは未だない状況です。 

枝幸の病院も今後感染状況にもよりますが、院内会議等でも感染対策等安全委員会

とかでもですね、院内でも引き続き検討している事項でございますので、いわゆる感

染状況によりますが、今後見直しもあるのかなというふうには考えておりますが、当

面は現行と同じ感染対策を取らざるを得ないというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） いわゆる今までのやってることを踏襲するっていうふうに考

えてよろしいんですかね。 

例えば面会だとかそういうのを一つ取ってみても、例えば対面でという話にはなら

ないのかもしれないけども、いろんな施設だとか見ると、例えば窓で仕切られた所で

面会するだとか、これは病院ばかりじゃなくて、そういう何て言うんですかね特養で

あるだとか、老人施設、介護施設なんかでもそういった対応の仕方もしてるみたいな

んです。 

 だから、ＥＯＳとか聞いてますと、国保病院は毎週耳に入ってくるんだけども、面

会を禁じますっていう。 

面会を禁じます、ばっかりじゃなくて、何か一歩先を考えて対策っていうかね、対

策をした中で病院としては、ここまでは許可しますよっていうような。 

やっぱり入院してると不安にはなると思うんですね。 

特に長期の入院になってくると、やっぱり家族が寄り添えないっていうのは、やっ

ぱりなかなかこういうご時世ですから仕方ないのかもしれないですけど、やっぱりそ

ういうことを含めて、やっぱりこれからの長い感染症との付き合いになっていくかと

思うんですけども、そういうことも一つ課題として考えていただければと思うんです

けども、その辺含めてどうでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

 入院患者さんの面会につきましては、基本面会禁止ということでさせていただきお

りますが、これもドクター判断になるんですが、終末期の患者さんの患者さんのご家
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族に対しましての対応ですとか、やはり家族の方でも顔を見たいだとかっていう方が

いらっしゃれば可能であればタブレットによる面談、面会といいますか時間を区切っ

てですね、対応するという方法も今現在も実施しておりますので、あくまでも院内に

ウイルスを持ち込ませない、院内で広げないということを基本にしておりますので、

当面は入院患者さんの面会は基本禁止にさせていただいておりますので、ＥＯＳ等に

おきましてもそのように周知させていただいている状況でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして遠山 修議員の一般質問を終わります。 

それでは５番野口洋郎議員の質問を許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 通告に従い質問いたします。 

国民健康保険事業について町長に伺います。 

当町の国保加入状況は、令和３年度平均 1,315 世帯、2,553 人で年々若干の減少

傾向は見られますが、枝幸町民の約 34％、３人に１人が国保に加入しています。年

齢構成は、64 歳までの方が 1,671 人、65 歳以上 74 歳までの方が 880 人となってい

ます。 

先日、全員協議会において、国保事業費納付金等の算定結果及び税率等改正につい

ての説明がありました。それによると来年度の国民健康保険税は、令和４年度、今年

度に比べ 2,428 万円の増額になるということです。 

まず、なぜこれだけの増額をしなければならないのかをお伺いします。 

国保に加入している方々が支払う国保税は会社員、公務員などが加入する協会けん

ぽ、組合健保、共済組合などの保険に比べ、個人負担が高すぎることが問題になって

いて、全国知事会、全国市長会、全国町村会から国に対して要望が出されているとこ

ろです。 

例えば所得 300 万円、所得 300 万というと収入 440 万ぐらいになると思いますが、

所得 300 万円で子供２人の４人世帯での国保税は約 40 万円になります。協会けんぽ

の場合、保険料は労使折半になるので、本人負担は 20 万円程度です。ほぼ２倍、個

人負担に差があります。 

そもそも個人負担額が高い上に、現在、生活必需品、灯油、燃料などの物価が大幅

に値上がりしており、生活は苦しくなる一方です。それに追い打ちをかけるような、

国保税の値上げは断じてするべきではありません。 

地方公共団体である町は住民の福祉の向上が本旨であり、福祉が後退するような施

策に対しては、町の努力でそれを阻止しなければならないと考えます。町長の所見を

伺います。 

次に、国保税の均等割についてです。 

均等割というのは、世帯当たりの国保加入者の人数に応じて均等に負担するもので、

人数が多ければそれだけ多くなり、その世帯に子供が多ければ多いほど負担額が上が

る仕組みになっています。これは協会けんぽ等にはない、国保税独自の仕組みです。 

今年度から未就学児の国保均等割は５割に減額されましたが、あくまでも未就学児

ということで、小学校に上がれば当たり前に均等割の人数に入ります。 

町長は執行方針の中で安心して出産や子育てがしやすい環境づくりに取り組むとし

ていますが、この均等割の仕組みは、子供が多ければ多いほど負担が増えます。 
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これでは安心して出産や子育てができず、町長の方針とは相入れないものではない

かと思いますが、町長のお考えを伺います。 

最後に、国保税滞納の問題です。 

この高過ぎる国保税を払いきれない滞納は、全国的に見ると 2021 年６月時点で、

208 万世帯、全加入世帯の 12％に上ります。 

当町の滞納状況はどのようになっているのか。また、短期保険証や資格証明書に置 

き換えている滞納世帯がどれぐらいあるのか、答弁願います。 

滞納が起こる原因について、国保税が高すぎるというのはもちろんですが、納付方

法も一因であるかと思います。 

現在は７期に分けて納めています。 

先ほどの例でいうと所得 300 万で子供２人世帯の場合、国保税は約 40 万円、これ

を７期に分けると１期分が約５万 7,000 円になります。これが収めにくいので、何と

かならないだろうかという声が多く寄せられています。 

この納付をせめて 10 期に分けることができないか。それにより滞納の問題は幾分

でも緩和できるのではないかと考えます。町長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君）  野口議員のご質問にお答えします。 

 国民健康保険事業は、持続可能な社会保障制度を構築するため国の制度改正により

平成 30 年度から北海道と道内全市町村による一体的な運営となり、令和５年度で６

年目を迎えます。 

その運営にあたり、道では、道内全体の医療給付費などを賄うために市町村ごとの

所得や医療費水準によって事業費等納付金として必要額を算定し、市町村は道から通

知される納付金額をもとに毎年度保険税率を定めた上で保険税を賦課・徴収し、道へ

納付金を納付する仕組みとなっております。 

なお、令和５年度の納付金額は、４億 9,440 万円となっています。また、当町は一

体的な運営への移行による急激な保険税率の引き上げを緩和するために納付金額の算

定に際し、本来の納付額を軽減する激変緩和措置の適用を受けており、その額は平成

30 年度から平成４年度までの５年間で、総額３億 8,200 万、年平均 7,640 万円とな

り、令和５年度において引き続き 7,700 万円の軽減を受けることとなります。 

この緩和措置が時限により令和５年度をもって終了となることから、本来の納付金

額を賄うための財源確保が当町国保事業にとって大きな課題となっています。 

ご質問の保険税必要額の増額理由でありますが、道が積算する１人当たり保険給付

費が 2.7％増額していることや後期高齢者支援金が 6.6％増額していることなどによ

り道へ納付する事業費等納付金が、前年比で 1,680 万円の増額となることが主な要因

であります。 

また、加入している健康保険制度によって、保険料額の算定方法や個人負担額が異

なることにつきましては、制度そのものや加入者の所得、年齢構成の違いによるとこ

ろもありますが、負担の平準化や子どもに係る均等割軽減の対象拡大など、これまで

同様に国等への要望に要望に努めてまいります。 
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保険税率の引き上げは、現下の物価上昇による厳しい経済情勢も十分に認識してお

りますが、他町村が受けていない大きな激変緩和措置の適用が来年度をもって終了と

なることや保険制度の安定的な運営のためにご理解いただきたいと考えております。 

次に、保険税の滞納状況でありますが、令和４年５月末時点で 100 世帯、加入世帯

の７％、金額は 2,447 万円でありましたが、12 月末現在では 68 世帯、加入世帯の

５％、未納額 1,955 万円となっております。滞納世帯との納税相談の機会確保を目的

とする有効期間を短縮した短期保険証の交付ですが、対象は 45 世帯となっておりま

す。 

なお、医療費自己負担額を一旦、医療機関窓口において全額負担となる資格証明書

の交付はありません。保険税の納期につきましては、国保税条例により、６月から

12 月までの７期により納付をいただいております。 

当町における国保加入の傾向ですが、一次産業や商工業、定年による退職など通年

による加入が主となりますが、水産加工業や土木建設業の方などでは、年度当初に社

会保険へ加入し、年末にかけて離職により再び国保へ加入する方も多くなっていると

ころであります。 

現在は、産業形態や就労期間内の納税として 12 月までの納期としておりますが、

保険税率の道内統一の動きなども見極めながら、納付方法などについて検討してまい

りたいと思っております。なお、令和４年 12 月末時点の保険税現年課税分の収納率

は 94.7％となっております。 

最後に収めにくいとの声が寄せられている件につきましては、納付書送付時の文書

同封のほか、広報えさし、音声告知、ＥＯＳ放送において、納期限内に収めることが

困難な方に対して周知を図っているところであります。 

期限内の納付が原則でありますが、納税相談も行っております。現在 62 世帯が分

割による納付となっております。公平な税負担のために保険税や他の町税も含めて、

納付方法などの周知については、今後も引き続き努めてまいる考えであります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。 

 再質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、えいとですね、まずですね、今年度、令和４年度に比

べて令和５年度の方が納付金額ぐっと上がると、毎年上がってるんですけども、それ

で具体的にどれぐらい上がるのかっていうのを住民は知りたいというふうに思ってる

んですね。 

私どもの方には、さっき質問でも言いました全員協議会でモデルケースっていう資

料が来ていますが、住民の方はまだこれはわかっていません。 

今月の広報でも検討していますというような言い方が書いてありましたが、いくら

になりますというのはこれこれから出ると思うんですね。 

 どれぐらいの金額が上がるのか、これ、この後上程される条例改正でも出てくると

は思うんですけども、そこをちょっと具体的な金額を示していただけないかなと思う

んですが、お願いします。�
○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 
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モデルケースでちょっと作ったものがございまして、例えば所得が 100 万円で、単

身世帯で令和４年度の年税額が 11 万 1,000 円。で、令和５年度、条例改正した場合

なんですがけれども、11 万 7,800 円、6,800 円の増額というふうなことになります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 先ほど私質問した所得 300 万っていう例がありますよね。 

収入で 440 万程度、そこの 40 歳以上 65 歳未満の世帯、この方々の所得 300 万の

子供２人４人世帯、この方々はどれぐらい上がるのかってのをちょっと示してもらえ

ますか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 300 万のですね、4 人世帯、野口議員が今ご質問

いただいたところなんですけれども、令和４年度の年税額で 47 万 8,000 円、すいま

せん 40 万 7,800 円、令和５年度の年税額で 44 万 2,700 円、増える額が 3 万 4,900

円になります。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 所得 300 万で、40 歳以上 65 歳未満ってのは、要するに子育

て世帯っていうことになると思うんですね。 

子育て世帯で子供が今言った例は、子供が２人いる４人世帯で３万 4,900 円、年間、

これだけ上がるっていうことなんですよね。 

これが僕が私が質問で述べたように物価が高騰している中でこれだけの金額を上げ

てしまって、本当に子育て応援している町の施策になるのかっていう、そこの部分を

どういうふうに考えるのかっていうところをちょっと聞きたいんですよ。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 野口議員のご質問をお答えします。 

国民健康保険税もですね、賦課徴収しているのは税で徴収してるんですが、公平公

正が原則でありますので、子育て施策ももちろん重要と考えますけども、今回の税率

改正につきましては、国民健康保険事業の安定的な運営を図る上でですね、とても重

要なものだと思ってます。 

激変緩和措置が終了となることや令和 12 年度の全道統一保険料に向けまして公平

な負担をお願いすることになったところからでございますので、どうぞご理解をお願

いしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  わかります。課長の言ってることは。あの公正な公平なって

いうのはねわかるんだけれども、町長が先に述べた町政執行方針の中でも、質問にも

言いましたけど、安心して子育て出産や子育てがしやすい環境づくりに取り組むって

言ってるんだから、そこはやっぱり考えるべきではないのかなと思うんですが、その

辺はどのように応え、町民に対して応えるのか、そこをちょっとお聞きしたい。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  今、子育て世帯の所得 300 万円の方の負担増というところに

絞ってですね、ご質問、それでその子育て世代の方がこの物価高で苦しんでる時にと

いうことなんですが、そういうところに対してはですね、当然ながら昨年度も物価高

騰・エネルギー高ということで、国もいわゆる子育て世帯の方についての特別な給付

金を支給したりですね、それはおそらく、一時的な過渡的なものであるということは 



- 26 - 
 

十分あれですけども。 

ここにきてですね、国のやっぱり流れとして、そのやっぱり所得のやっぱりアップ

っていいますかね、そこをやっぱり、あのまあ、いろんな形でアナウンスしながら、

やっぱりベースアップをしてほしい、何してほしいというところを今打ち出してる中

でですね、若干やっぱり経済界もそれに応えて、多少その引き上げをというところは

今考えているようですし、私どもも当然町の予算の中でもですね、そこはやっぱり物

価高、それから何だかというところでは、いろんな意味でやっぱり町の予算の組み立

てとしていわゆる労務費の値上げ、あるいはまた物価高による、そういうものってい

うのは予算の中に反映しながら、当然一連の予算であれ、委託であれ、そういう中に、

少なくともここはやっぱり予算の動きの中に反映してますから、そこはやっぱりそう

いう面でまた今ここにきて最後ちょっと今国の施策として出てきてるのは来年度に向

けてということに多分なるんでしょうけども。 

令和４年度の余ってる５兆円の、それこそ予備費を使ってですね、それでやっぱり

５年度も、やっぱり経済対策その中ではやっぱり子育て世帯の方に対しての配慮って

いうのも見えてきてますから、そういう中で、別に私はそうこういう対応するから国

保税値上げしてもいいんだということではないんですけども。 

あの、当然この国保の今のうちの置かれてる現況というのをですね、これまでもそ

こは毎年度こういう形であの税率アップするとですね、野口議員からも質問いただい

て答弁してますけれども。 

これは、やはりあの何としても、今うちらも税率アップというの中で、やっぱり国

保会計の財源不足をですね、やはり広く保険者の方にやっぱり負担をしていただきな

がら、何とか今、そのさっきも 7,700 万の激変緩和の部分をいただいても足りないっ

ていう話なんですから、これが来年度６年からはなくなるっていうことになってです

ね、そして６年後、12 年からは全道一律の保険税率になるわけですよ。 

その時にですね、この今 7,700 万足りないっていうところをやっぱりしっかり埋め

込んでいかなきゃなわけですよね。 

ですから、そうなると、やはり今後も６年度以降 11 年度までの６年間で国の激変

緩和措置はなくなっても、町として独自にやっぱり激変緩和措置を講じながらですね、

段階的に全道一律税率の負担っていうところに持っていかなきゃならんですよね。 

ですから、いっぺんにという形で少しずつ少しという言葉の中で、その時には、最

終的には国保も今 1 億 3,000 万かそこらの基金はあるはずですから、それを使った

って、7,700 万と２年分にも足りないわけですよね。 

ですから、それを平均的に崩しながら、そのときに初めて一般会計も若干やっぱり

そこの国保会計に対するですね、負担調整をしながら、やっぱり今６年でならして一

律課税に持っていくという、そういう一つの変革の中のね、５年度であるというとこ

ろはぜひともご理解いただきたいなというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君）  町長のおっしゃってることは最もだというふうに思いますし、

理解したいところではあるんですが、ただですね、町長おっしゃっている例えば給料

が上がってきました、年金が上がってきました、だから税金も上がりました、これは

理屈としてわかりますよ。 

ただ、まだ上がっていない給料とか所得が上がっていない段階で、税金だけを上げ 
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るっていうのは、これは施策としてはやはりナンセンスだっていうふうに僕は思うん

ですね。 

それだったらちゃんとその所得、収入が上がってから税金を上げればいいじゃない

かっていうふうに思う。 

これがあの世間一般の人が思ってることだと思います。 

先ほど言ったね、所得 300 万の人が年間３万 4,800 円上がってしまうっていう、

これはね、激痛だと思うんですね。おまけに何度も言ってるように、物価がこれだけ

上がっている時期なわけですから。 

町長がおっしゃったように、今後のことを考えていけばやむを得ないっていうこと

も言えるかもしれないですけども、だけども、この時期にこんだけ上げてしまうって

いうのは、本当に生活が崩れてしまうっていうぐらいの金額だと僕は思うんですね。 

だから、その辺を考えてほしいっていうことを訴えたいというふうに思います。 

ちょっと視線変えますけども、国保、国保税には７割負担が、７割減、７割軽減、

５割軽減、２割軽減という軽減している所得があります。 

ここの軽減しているところに対しての値上がり、値上げっていうのはどういうふう

になっているのかというのをちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員の質問にお答えします。 

例えば７割負担の話でいきますと、所得 43 万円以下の単身世帯の方でいきますと

令和４年度で 2 万 700 円、それで令和５年度税額が条例改正により上がった場合です

と２万 1,000 円。300 円の増額になる予定です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） あのですね、所得 43 万円以下っていうことは、所得、収入

すごく低いですよね、最低限の生活をしていると思うんです。 

そういう中で、何回も言ってますけど、今こんだけ物価が上がっている時に 100 円

でも 200 円でも税金上がるっていうのは、もうこれは耐えがたいっていうふうに思う

んですね。で、この金額が年間 300 円とか 600 円とかっていうものでしょ。これを

上げないで据え置きにすることはできないのか。そこをどう考えるのかというちょっ

とお聞きしたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

今回試算した中では、やはり所得割を上げる部分と均等割という部分を 1,000 円上

げさせてもらう予定をしております。 

それによって、そこの低所得者に対しても、今、例を挙げた 43 万以下の単身の方

でも 300 円が上がるというような税率になるんですけれども。 

今回、令和 12 年度のですね、県の統一保険料に増えた中ではやはりその均等割に

ついても、税率を上げていかなければ、所得割だけを上げるという訳よりも、令和

12 年度の見据えた中では、それに近づける税率にしたいということもありましてこ

の均等割についても多少上げさせていただいている状況です。 

これによって、低所得者に対してもちょっといくらかの負担が増えるというような

状況になっております。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君）  野口議員、続きあると思いますので、休憩の後お願いいたし

ます。 

それでは昼食のため休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５９分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） それでは休憩を解きまして会議を再開いたします。 

午前中の野口洋郎議員の再質問の途中で終了いたしましたので、野口洋郎議員の再

質問からはじめます。 

５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君）  えいとですね、先ほどお昼前に、７割軽減者のところも若干

ですが値上がりするっていうところで、要するに均等割を値上げするために７割軽減、

５割軽減のところも値上げしてしまうっていうことだということですよね。 

それで、これはね先ほども言いましたけども、所得の少ない人、例えば所得 43 万

円以下とか所得 100 万以下というところは、低所得でなかなか大変な生活をなさって

らっしゃる方が多いと思います。 

そういう中でも値上げをするということはね、やっぱり町政として優しくないなと

いうふうに思わざるを得ないんですよね。 

この辺の金額は本当に小さい金額ですから、ここを値上げしなくても何とかなるっ

ていうような考え方はできないものか、そこをちょっと話していただければと思いま

すけど。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員の質問にお答えいたします。 

低所得者の方で７割軽減になってる方でも税率が今回上がるっていう税額がちょっ

と上がるっていうようなことなんですけれども、税の負担という部分に関しては、一

応ある程度ですね低い人でも所得高い人でも税の負担っていうのはかかるものですか

ら、今回については、この７割軽減にかかってる方についても税額がかかるような形

での改正をお願いしたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君）  わかりました。要するに税の公平性っていうような考え方か

ら言うとっていうことなんだとは思いますが、何度も言っているようにこれだけ物価

が上がっている時に税金が上がるっていうのはね、非常に厳しいことであるし、町と

しての取り組みということで考えたらもうちょっと考えられないものかなというふう

に思います。 

これで終わりますが、いいですか続けて、すいません、滞納の問題です。 

先ほど町長の答弁で、12 月末で滞納世帯が 68 世帯あるというお話でした。 

これは全体の５％ということなんですが、これがですね私質問で述べたように７期

を 10 期に分割を増やした場合、この 68 世帯の方が滞納せずに収められるのではない

かなというふうに思うんですが、その辺の分析っていうのはされているのかどうか、

ちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 
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納期の関係についてなんですけれども、全道いろいろ見ても納期結構様々で、管内

の状況を見ても納期の関係は様々です。 

例えば枝幸に関しては７期で、ですが８期でやってるところが３市町村、管内でい

きますと３市町村、６期が４市町村、５期が１市町村、４期が１町村となっておりま

す。 

この納期に関しましては、枝幸町は７期でやってるんですけれども、７期 12 月と 

いうことが最終納期ということでやっているんですけれども、この件に関しましては、

とりあえずというか、管内バラバラでの動きとなっていますけれども、うちとしては、

今回については、この納期については変更せずに、この７期という考えでやっていき

たいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君） 質問はね、12 月末で 68 世帯の滞納世帯があるんだが、これ

を今の７期ではなく 10 期にした場合、この滞納者は減るのではないですかという質

問なんです。それをちょっと答えていただけますか。 

○議長（小原 仁君） 税務課長。 

○税務課長（高瀬雅之君）  68 世帯のですね、滞納の状況でありますが、国保税の

み滞納している方が 19 世帯、約 27％です。 

国税のほか、町税、その他上下水道、介護保険料、後期高齢者などの使用等も含め

るとですね、49 世帯がございます。 

その中でですね、滞納の額でございますけども、10 万未満の世帯がですね、31 世

帯で 45.6％、10 万以上 50 万未満が 26 世帯 38％、100 万円以上が６世帯、100 万

円以上が５世帯となっております。 

今おっしゃったとおりですね、10 期にするとですね、確かに各期の負担は減るの

は間違いありませんけども、総額としてはお金を納付いただくことになります。 

私どもの方ではですね、今この 68 世帯のうち、納税相談を受けてですね、分納を

行っているのが 40 件ございます。 

もし納期でですね、ちょっと今厳しい状態であればですね、税務課の方にご相談い

ただいて納付方法についてですね、確認させていただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君）  国保だけではないっていうことだと思うんですけども、その

先ほど質問でも言いましたけどもね、所得 300 万のところで７期に分けると１期５万

7,000 円っていうのがねやっぱりね、非常に厳しいっていうそういう話を聞くんです

ね。 

だからそれを 10 回に分けてくれると払いやすいんだっていう、そういう話、これ

はあの実際住民からの話です。 

それをね、どのように考えるのかっていうところだと思うんです。 

で、町長の答弁では納期については納付検討するというような答弁だったので、こ

れはぜひ検討してもらってですね、短期証を出すっていうのが非常に保険者にしても、

町としても面倒くさい話だと思うんですよね。 

それを回避するためにも期間を延ばすっていう方法をとった方が良いのではないか 
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なというふうに思いますので、そこはぜひ検討していただきたいと思いますがそうい

う検討の余地はあるのかないのかをちょっと教えていただけますかね。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 野口議員のご質問にお答えいたします。 

納期に関しましては、他市町村でもですね 10 期にしてたり、12 期っていうところ

もあるのが現状です。 

しかしですね、同時にですね、延滞金も徴収してるところも多く、納期内に納めな

ければ延滞金がかかる仕組みとなっており、枝幸町では国保税の延滞金は全て減免と

いう形で徴収しておりません。 

国や道の指導ではですね、延滞金徴収しなければならないというふうになってるん

ですけども、枝幸町では、今のところ延滞金の徴収については全く考えておりません

ので、もし今後、例えば、まず全道統一保険料になった場合についてはですね、もし

かしたら延滞金もかかるっていうこともあるかもしれません。 

そういう中でそでもですね、余計な負担がないようにですね、今後、そういう形で

野口議員おっしゃるように、期限の延長も、延長というか 10 期、12 期っていう形も

検討していかなければならないと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君）  最後になりますけども、令和４年度からですね、均等割の話

なんすけどね、未就学児童の均等割が半減になってますよね。 

で、令和５年度も未就学児童均等割軽減費ということで 160 万円が計上されていま

す。 

これね、未就学の子供に対しては均等割を半減するっていうので、160 万でできる

っていうことですよね。これをね、例えば中学校卒業までとかっていうふうに国の制

度にはならないですけど、町独自でやらなければならないことだと思うんですが、そ

ういうことを検討することはできないのかどうかというのをちょっと聞きたいんです

けれども。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  元々保険税のですね、負担の組み立てっていうのは応能応益

ということの中で、応益の中に均等割がね、組み立てられているということで、そう

いった制度がやはり野口議員の質問の中にもありましたけども、組合健保なり、共済

の組合加入の保険制度とないような形でのそのいえば、応益ですからですから、そう

いうところはこれ質問の中に入ってましたけども、これ国保ってのもこうやって広域

の組み立ての中で北海道は一つということなんですが、これ全国的にその広域で皆さ

んやってる中で、それでそういった負担割合もですね、ある面ではまた広域ごとにき

っちり応能応益のっていう組み立てがされている中にあって、ちょっと国保の子供の

分についてのいえば、応益分は本来、好ましくないというところで、何とか国として

そこを割合を変えて欲しいっていうかね、そういうところも、これはあのまあ、私ど

も、北海道町村会、全国町村会という形の中で、しっかりその国に対してのね、制度

改正の要望の中にも組み入れて毎年度要望はしてるんですよね。 

 で、そういう中で現にこういう負担が動いてるっていうことなもんですから、なか

なか私どもとして、またそこを独自にっていうのは、しかも今現在枝幸の令和４年の
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負担の状況っていうのも、もう全道平均からいって、例えば均等割にしてもですね、

全道平均でいけば４万 1,300 円というのが３万 9,000 円という、そういう状況の中

でですね、そこをですから段階的に上げようということで、見直し見直しという形で

やってるんですけども、何かがその見直しが、やはり国保会計、国保のこれも高齢化

なり、先ほど来言ってる中で答弁もしてますけども、後期高齢者の支援金が上がる人

の医療費が上がるということの中で、どんどんどんどん上がっていくもんですから、

引き上げてもなかなか平均のとこに追いつかないと、いたちごっこなんですよね。 

ですから、そういう中で、あんまり私どもとしてもその個別なね、ところがやっぱ

り、この国保の今の負担の仕組みの中でちょっと変えにくいとは思ってます。 

ですから、本当にその所得が低くてなかなか困る何するってのはこれは、やっぱり

枝幸町の別の枠組みの中でね、しっかりやっぱり支援をしていくっていうことの中で、

あんまりその国保の中で変にあんまり個別に形を変えるっていうのは、やっぱりでき

ないんじゃないかというふうに思ってます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口洋郎議員。 

○５番（野口洋郎君）  わかりました。わかりました。町村会とか知事会とかは全国

の組織で国に対して要望してるっていうのはわかってます。 

それでなかなか国が動いてくれないっていうことでね、それでやっぱり町としても

独自の助成策っていうか、そういうのをやっている自治体も実際ありますのでね。そ

ういうのをぜひ見ていただいて、枝幸町としても先ほど来言っているように、これだ

け物価が上がって生活がしにくい中で税金が上がるっていうのは、本当に非常な痛み

だというふうなことを町長もそれをわかってると思いますので、その辺ぜひ考えてい

ただいて、今後の施策に取り込んでいただければなというふうに思います。 

以上で終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして野口議員の一般質問を終わります。 

続きまして、４番徳保喜幸議員の質問を許します。 

４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 通告に従いまして質問をさせていただきます。 

少子化対策の充実について。 

本年１月 17 日開催の議会全員協議会において、今後の出産・子育て応援給付金に

ついて説明を受けました。 

国の動きとして、今後新たに妊婦１人当たりに対し、国が３分の２、道が６分の１、

町が６分の１を支出して、妊娠届け出時に５万円、出生届で時に５万円を支給する制

度を新設するというものでありました。 

それにより枝幸町としては、これまで行っていた出生祝金、オムツ用ゴミ袋の支給

は新制度に移行し止めるとの説明でありました。 

また、そのときの議論により、その後、これまで４万円を給付していた出産交通費

を１万円増額し、５万円とする旨の説明が２月 10 日開催の全員協議会でありました。 

枝幸町独自に実施していた出生祝金、ゴミ袋の支給については、町として国に先行

して実施してきたので、今後国が進める事業に移行するとの説明でありました。 

現在、少子化の問題は、国においても、地方自治体においても避けて通ることので

きない、まさに近い将来のまちの存続を左右すると言っても過言でない喫緊の問題と 
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して対策を打たねばならない問題と認識をしております。 

当町においても人口減少の鈍化のためにも、また 20 年後、30 年後のまちづくりの

ためにも早急に対策が必要とされております。全員協議会でも議論させていただきま

したが、今回の国中心の施策はまだまだ規模的に小さいものと私は考えます。町とし

てしては出産時だけでなく、子育て期間も含めた総合的な対策を打っていくとの考え

方でありますが、私は出産に対しての動機付けとなるような政策が重要であり、町全

体がその環境づくりをしていくべきと考えますので、現在移行するとしている祝金、

ゴミ袋の支給についても継続すべきであると考えます。 

今定例会に、廃止が上程されている枝幸町出生祝金交付条例にも、その目的として

次代を担う児童の出生を祝福するとともに、その健やかな成長を願い、もって健康で

明るいまちづくりに資する出生祝金を給付するとされております。 

町としてお祝いの気持ちを表すためにも独自の事業は残すべきです。私には今回の

措置が、一歩進んで二歩下がると見えます。これでは対策強化とは言えないでしょう。 

若い世代の皆様に頼らざるを得ない問題であります。それぞれ人生設計があり、決

して強要することのできない問題ですから、もっと大胆な施策が求められるのではな

いでしょうか。 

全国的にも様々な自治体が対策を行っております。中でも成功例として有名であり

ます岡山県奈義町の取り組みを見ても、当町と全く規模が違います。他の自治体でで

きて、我が町でできないことはないと思います。 

どうか、将来の枝幸町のためにも、せめてこれまで継続している出生祝金事業、ゴ

ミ袋の支給事業は継続すべきであると考えますが、町長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

初めに、国が創設した出産・子育て応援交付金の概要について説明いたします。 

近年、核家族化が進み、地域のつながりも希薄になる中で孤立感や不安感を抱く妊

婦や子育て家庭が少なくなく、全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てがで

きる環境整備が求められています。 

そのため、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、ニーズに即し

た必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図る必要があり、あわせて妊娠届や出

生届を行った方に対して、出産育児関連用品の購入費助成や子育て支援サービスの利

用負担軽減のため、出産・子育て応援給付金の支給を行うものであります。 

事業の内容としては、妊娠届時に面談を行い、妊婦や特に低年齢期の子育て家庭に

寄り添いながら、心配ごと、困りごとなどを聞き、不安要素を取り除く伴走型相談支

援の充実を図るとともに、申請による出産・子育て応援給付金５万円を支給します。 

また、出生届後にも面談を行い、申請により追加の給付金５万円を支給いたします。 

給付金の合計額 10 万円については、国が３分の２、北海道、町それぞれが６分の

１の定められた負担割合のもとを実施するものであります。 

 町ではこれまで独自施策として、出生祝金１万円、出産交通費４万円、オムツ用ゴ

ミ袋の支給を行ってまいりましたが、こうした新たな流れを踏まえまして、出生祝金

１万円と、オムツ用ゴミ袋の支給を廃止し、これまで４万円の支給でありました出産 
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交通費を５万円に引き上げる見直しを行うことといたしました。 

これらによって経済的支援としては、これまでの出生祝金と出産交通費を合わせた

支給額５万円と、オムツ用ゴミ袋の支給から今後は出産・子育て応援給付金と増額す

る出産交通費を合わせて支給額合計 15 万円に拡充されるわけであります。 

以上のように、町といたしましては、出産・子育て応援交付金制度での伴走型相談

支援の充実と経済的支援の取り組みを一体的に実施することで、子育て家庭の安心に 

結び付けたいと考えております。 

なお当町において、少子化対策につながる子ども・子育て施策については、単に経

済的支援を柱とするものでなく、ふるさと創生総合戦略に基づき、乳幼児、幼児期か

ら義務教育での児童期、高校生などの青年期を含め各年齢層に応じた施策を長期的、

総合的に展開しております。 

 とりわけ、妊娠出産期を含む乳幼児、幼児期については、各種経済的支援に加えて、

この春、開設を迎える認定こども園や保育教諭修学資金貸付事業による保育教諭の人

材確保対策など取り組みを継続し、より安心して出産・子育てができる環境の整備を

図ってまいります。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  はい。新たな国中心の出産・子育て応援給付金の説明をご丁

寧にしていただきました。 

今日、定例会ということでＥＯＳ放送をご覧の町民の方もいらっしゃるかと思いま

すけども、参考になってくれたかなというふうにも思っております。 

ただ、あの今までやってきたその独自施策であります１万円の出生祝金、それから

ゴミ袋、オムツ用ゴミ袋の支給を廃止するというこの枝幸町独自のお祝いを表す、ま

た子育て支援を表すような施策をやめたということがですね。 

確かにそ５万円が 15 万円に上がるんだから支援としては大きくなってるんですよ

って言われればそうなのかもしれませんけども、私はやっぱりその町としてお祝いを

するという意味がですね、それでは伝わらないだろうなというふうに思うんで、どう

してもその祝金なり、またそのゴミ袋の支給についても、本当に痒いところに手が届

くような温かい施策だったんだろうなというふうに考えますので、それらはやっぱり

続けるべきだというふうに続けて申し上げますけども、その点についてはどのように

お考えになりますか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  なんか一歩進んで二歩下がるっていうような意味もありまし

たけども、決して私どもとしてはですね、後退したというふうには思っておりません。 

あくまでも今回、国が大胆な今 10 万円、５万、５万の 10 万という形でですね、そ

ういった形で新たな制度の枠組み、しかもそれに伴って、やっぱり道なり町村という

持ち出しも相当額出てきてる訳ですよ。 

そういう中に、今まで枝幸町が４万円、祝金１万円という、そういうものを組み込

んでですね、一連の発展的な制度改正というふうに捉えていただければですね、あり

がたいなというふうに思っております。 
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どうしても１万円に、これ合併時からですから、もう 10 何年、それは単にその、

その間、私も町長になってからも、子育て支援についてはいろんな形で上乗せしてき

ましたけども、制度の拡充はしてきましたけども、その１万円に、やはりあまり徳保

議員はそのこだわりが強いなというふうに私は思うんですけども。 

あの、そこを子どもを育てる若い方にしてですね、どういうまた印象を持たれるか

なと思うんですけども、今までも枝幸町の少子化対策、子育て支援というのは、やっ

ぱり他町村に比べて、さっきも奈義町の例を言ってましたけども、そこは確かにそう

いった子どもが生まれた時ってのは破格の額を出してますけども、枝幸町的にはやっ

ぱり、私どもも、これまでやっぱり出産後の子どもの子育て環境の充実っていうとこ

ろはですね、やっぱり他町村に先駆けてしっかりやってきたつもりではおります。 

そういう中で、町独自のですね、特に高校生のふるさと教育あるいはまた高校の支

援にしてもですね、いろいろ他にないことをいっぱいやってる訳ですから、そういう

ところで今回の徳保議員のご質問のタイトルも、少子化対策という観点ですよね。 

そういう中でいけばですね、やっぱり今、私どもも当初予算編成した時点、あの編

成するにあたって、冒頭の執行方針でもちょっと述べさせていただきましたけども、

いかにこの少子化を止めるかと。 

ですから、今回は５年度はその結婚の応援しにしてもですね、あるいはまた定住、

そして、これまでやっぱり長年基幹産業の、そして何のっていう形で、要は働く場所

というところもですね、やっぱりいろんな意味でこれだけ基幹産業が安定してきます

と、そこにまた枝葉がついてですね、関連産業を含めて雇用の輪も広がってきてると

思うんですよ。 

 ですから、そういう流れの中で、やっぱりこれから若い人に定住していただいて、

そして結婚していただいて、子どもを作って、しっかり地元で高校までは育てていた

だくと。これが一連の枝幸町が目指す、その子育てのサイクルですから、そこんとこ

を理解していただきたいなと。 

ですから、どうも私どもとしても、個別のね出生祝金の１万円にちょっとこだわり

ちょっと強すぎるんじゃないのかなというところがありますんで、何とか少し全体の

ですね、施策の流れってものをしっかり理解していただいて、決して枝幸町としては、

その子育ての関連の少子化の対策のっていうのは、他に比較して私は今そんなに遅れ

てるとは思いませんで、しかもまた今新年度では、国も異次元の子育て支援というも

のをしっかり打ち出すようですから、そういう流れの中で、さらにまたこれが充実し

ていくというふうに思いますし、そして今４月にはこども家庭庁が新設されます。国

としては。 

そして今枝幸は、こども家庭センターを保育所の跡を使ってしっかり整備する。 

これも、他町村にはもう先駆けてやることですんでね、全体としてそういう施策の

流れを理解していただいて、何とかこの組み替えについてはですね、ご理解をいただ

ければというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  その全体での子育て施策については十分理解をさせていただ

いてるつもりでおります。 

今、町長の方からも奈義町のお話ありましたけども、奈義町はやっぱり子どもが多

くなければ、多くなれば多いほど手厚くなる子育て支援ということで出生祝金だけで
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いきますと、第１子で 10 万円、第２子で 15 万円、第３子では 20 万円、第４子が 30

万、第５子以降は 40 万ということで増えれば増えるほど上がるっていう出生祝金を

出して、それで出生率のアップを図った町として非常に有名に今なってますけども、

そこの町長の考えは、町が生き残るには出生率を上げ、子どもを増やすしかない、今

後も子育て支援を充実させ継続していきたいというふうな発言をしているものがござ

います。 

その総合的な生まれてから育つまでの総合的な施策っていうのは十分わかりますけ

れども、やっぱり今喫緊の課題として、できれば子どもを増やし、増やしていただき

たいという考えがあるのであれば、その入り口がやっぱり生まれるという入り口が重

要と考えるもんですから、そこに対する町の姿勢をもう少し表すべきでないのかって

いうのが私の考えでありますけれども。 

その今日、教育長の行政教育、行政報告施策の中にもありましたけど、報告の中に

もありましたけども、今年の中学生が入学が 38 人と、枝幸町で、38 人というのは非

常に少ない数なんだろうというふうに思いますけども、その後で高校の入学に対しま

して、今年は 41 人受験していますと、なんとか２間口維持できますっていうような

報告もありましたけども、例えば高校入学まで考えても 15 年間後の話になるんです

よね。 

ですから、やっぱりこれは喫緊の課題としてもうスピード感を持って対策を打たな

ければならないんですけども、その入口、生まれて産んでいただくための町としての

願いといいますかそういった気持ちも込めてですね、考えるべきでないかと思います

けども、その点はどうお考えありますか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  入口のというお話ですけどね、子どもが確かに生まれるって

いうことはその子育ての入り口にあたるのかもしれないですけども、これやはり若い

人が地元に住まないとですね、結婚もできない、子どももできない訳ですよ。 

ですから、私どもとして、今これまでも力を入れてきましたけども、やっぱり地元

に若い人に定住していただくと、そのためにはやっぱり奨学金の償還制度も創りまし

たし、いろんな意味で町の職員もそうですけど、これあの医療・介護・福祉・保育

何々そういった奨学金の貸し付けに、ことによって一時金も含めて、枝幸に帰ってき

ていただくと、そういうところを含めてですね、私はやっぱり地元に若い人に１人で

も多く住んでもらうというのが入り口でないかと思ったんですよ。 

ですから、そういうところをしっかり支援をしながらですね、そして今年は特にま

た住宅整備の問題もありますし、そういうところ、そして結婚すれば定住のためにま

た住宅持っていただくっていう、そのための助成っていうのを令和５年から組みまし

たし。 

ですから、そういうところで全体的な流れをですね、そして、そのことの中で、こ

こで結婚して子どもが生まれる、町としては、今までやってきましたけども、やって、

この条件不利地域と言ってるんですけども、名寄の市立まで通院ね、出産のために通

う、これも大変でしょうと、これは今までも４万円というとこを組みながらですね、

いくらかでもやっぱりそこの足しにしていただければ、そこを含めて今回５万円とい

うことにしましたんで。 

その５万と、今新たにできた５万、５万の 10 万とですね、その 15 万っていうとこ 
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ろが、果たして少ない額なのかというところはですね、他にもいろいろ制度としては

ある訳ですから、そういう中でトータルで考えていただくとですね、やっぱり若い人

が定住していただいて、子どもを産んで育てていただくと、一連のそういう中で、ま

た、おそらくや、今、国は新たなまた異次元の施策というものを打ち出す訳ですから、

これが国が 100%出してくれればそれですけども、おそらくは、またいろいろ組み立

てればですね、地方負担というのはまた出てくると思いますんで、さらにまたそうい

う中で地方も自治体も一緒になって充実していかなきゃならんという流れにあります

んで、今までやってきたことがやってきたこととしてって言ってもですね、あるとき

にはやっぱりその施策の組み直しっていうのは私は必要だと思ってますんで、ぜひと

も全体的な施策の流れの中で、ご理解いただきたいなというふうに思っております。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  先ほども申し上げましたけれども、全体の話としてのという

のは十分町としてやってるということは私も認識をします。 

ただ、残念ながら私の思いがなかなか通じないというところがありますけども、た

だ、その若者をしっかりと支援していくんだっていう気持ち、それから将来に向けて

も少子化対策という思いについては町長も十分お持ちだというふうに思いますので、

この機会ですので、ぜひこれ本当に我々もう年取ったものがいくら頑張っても無理な

話で、町全体が、その例えばお２人生まれた家庭がもう１人頑張ってみるかというよ

うな思いを持ってるようなまちづくりをしていかなければ、３人、４人と産んでもら

えるようなですね、まちづくりになっていかないと難しいことなんだろうというふう

に思うんで、その多子世帯が増えていくようなですね、そのことを願う思いというの

を何かご発言いただければありがたいなと思うんですけども。 

○議長（小原 仁君） 副町長。 

○副町長（今井靖雄君）  先ほどですね奈義町の話が出ておりましたので、ちょっと

私の方で調べた結果をお知らせしたいと思います。 

確かに岸田総理も視察されて令和元年度で合計特殊出生率が 2.95 と全国でトップ

の数字を出しているというふうに伺っております。 

そういう中で関東圏のある大学の教授がですね、調べたところ、奈義町は少子化の

克服の希望の星ではないというところが、調べがついて、調べをしております。 

詳しい内容はここで申し上げるのはちょっと難しいので結論から申し上げると、特

殊出生率ではなくて、出生数に着目すべきだと。なぜならその出生率は高くても出生

数が多いかどうかは定かではないと。 

奈義町の出生数の推移を見てみますと、ほぼ 50 人と横ばいで推移しているという

ところでこれについては、奇跡の出生率では奇跡の回復を遂げたかもしれませんけれ

ども、それはある意味、統計のマジックではないかというようなお話もありますので、

必ずしもお金を多くあげたからって出生数が増える訳ではないという分析もあります。 

また、町長、先ほどお話もしたようにですね、一番はやっぱり結婚する人が減って

いるというところが日本の出生率が減っている、出生数が減っている大きな原因であ

ると思っております。 

内閣府の令和３年度の少子化社会対策白書というところがありまして、30 歳から

34 歳までの未婚率 1985 年では、男性が 28.2%、女性が 10.4%だったものがですね、

2015 年には男性が 47.1%、女性が 34.6%というように未婚率が高くなっております。 
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それで、先ほど町長がお話したとおりですね、地元で産業なり仕事なりがきっちり

と発展して、地元できちんと就業ができて、そして結婚ができる、そして子どもが生

まれるというところが大事なのかなと思っております。 

また、この調べる中では、既婚者が子どもを持つ数は概ね 2.0 というところで、生

まれる子どもはそんなに結婚した後は減っていないというところもありますので、小

児科の医師の確保だとか、いろんな面で町としても少子化対策、あるいは結婚の奨励、

あるいは地元で活躍できる人材っていうところを確保してまいりたいと思いますので、

また今回の給付金に関しましては、あの祝金とまた交通費と二つのパターンでいきま

すと、また事務量も倍になるというところもありますので、金額的には同じというと

ころでお祝いの気持ちは変わりませんので、そこら辺もご留意いただきたいと思いま

す。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君）  わかりました。本当に機会があるたびに若者支援をしていく、

子育て・少子化対策を重要に考えてるんだっていうことをですね。 

ぜひ町民の皆さんにご理解いただくような周知をしていただいてですね、子どもが

１人でも２人でも多く生まれるようなそんな町になっていただけるように願いたいと

いうことを申し上げまして、この質問を終わります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保喜幸議員の一般質問を終わります。 

続きまして６番小林正浩議員の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） 通告に従いまして質問させていただきます。 

保養施設等の運営。 

令和５年４月から新設される観光課が保養施設等を所管すると報告を受けました。

たいへん期待するところであります。なぜなら、両ホテルは金・土・日の宿泊稼働率

が 45%前後と非常に低く、経営を安定させるためには週末の活性化が欠かせません。

観光客や町内利用者増加のため、様々な新しいプランが必要だからです。 

観光課として今後どのように対応するのか、町長の所信を伺います。 

次に、２月 15 日に開催された総務文教常任委員会において、11 月 30 日付で常務

取締役兼ホテルニュー幸林支配人が辞任したため、令和５年３月 31 日まで副町長が

事務を執行すると報告を受けました。 

この人事は暫定的なものと考えますが、今後のホテルの運営について町長の所信を

伺います。 

最後に、令和５年の保養施設、南宗谷ゴルフ場の事業計画が示されました。人件費、

光熱水費、衛生管理費の増加で指定管理料が 7,400 万から 8,400 万に増加し、加え

て両保養施設の修繕料と改修工事費約 6,600 万円が予定され、合計 1 億 5,000 万円

必要と報告を受けました。 

国際的なエネルギー、原材料価格、食糧品の上昇や円安の影響などにより物価の高

騰が続いているので経費の増加は理解できますし、人件費も上げなければ生活できな

いこともわかりますが、令和４年から９％2,000 万円もの人件費増額の理由と今後の 
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運営の影響について町長の所信を伺います。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

１点目の保養施設等の今後の対応についてですが、ご質問のとおり新年度からは、

組織機構の見直しにより、現在、まちづくり推進課が所管する保養施設及び南宗谷ゴ

ルフ場の指定管理者に関する事務分掌を新設する観光課が担うことになります。 

今後の方向性についても、先ほどの執行方針でも申し述べたとおり、観光課に保養

施設等対策室を設置し、保養施設等の今後のあり方を総合的な観点からまとめてまい

りたいと思っております。 

その中で、ご指摘ありました利用者増加への取り組み、あるいは経営の安定化を含

め、懸案となっております物価高、失礼しました物価高騰や慢性的な人手不足、施設

整備の老朽化などの課題に対し指定管理者であるオホーツク枝幸株式会社と一体とな

って早急に対応を進めてまいります。 

 続きまして２点目のオホーツク枝幸株式会社の人事についてでありますが、新年度

当初では会社としての常務取締役配置の予定はなく、総支配人並びに副支配人のもと

で効果的な業務運営を計画しております。 

今後につきましては、指定管理者の人事に関わることですので、しかるべき手続き

を経て適時、適切な運営体制を構築できるよう協議して進めてまいります。 

最後に３点目の人件費増額の理由と今後の運営への影響についてですが、新年度で

は、指定管理者の経費において、役員報酬を除く人件費で約 2,000 万円増加する見込

みとなっております。 

主な要因は、年１回の定期昇給、最低賃金や民間等との均衡を図る給与改定に加え、

枝幸高等学校の新卒者２名を含む３名の新規職員採用などによるものであります。 

町としては決して高くない給与水準で現場を支える従業員、全体として 80 名余り

の雇用と生活を守り、指定管理者において必要な人材をしっかりと確保する上で必要

な経費と捉え、またこれにより高齢化する従業員の新陳代謝や運営の効率化が図られ

るものと考えております。 

いずれにいたしましても１点目の答弁のとおり、ご指摘のありました指定管理料や

改修工事の計画を含め重要な拠点施設である保養施設等全体の効率的な運営方法や施

設の方向性などを具体的な基本構想・基本計画として令和６年度の早い段階でお示し

できるよう執行方針の重点施策として位置づけ、スピード感を持って取り組みを進め

てまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。 

再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  両保養施設、南宗谷ゴルフ場に関しては本当に枝幸町民にと

っても必要な施設だということを理解した上で質問させていただきます。 

その必要な施設っていうのが今非常に厳しい状況になっているっていうのは、多分

町長もご存知だと思うんですが、具体的なプランとかビジョンがなければ、観光客や

枝幸町民の利用増というのは望めないと思うんですが、総合的に観点から方向性を固

めたいと考えておりますっていうふうに確かに書いてありますが、これでは何のビジ
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ョンも示してないことになるんで、ぜひ具体的なことがあれば、どういうような方向

に進む、どういうようなプランがありますよっていうような、そういう具体的なプラ

ンが示せるんであれば示していただきたいなと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  今の段階でですね、具体的なビジョン、方向性っていうとこ

ろはちょっとなかなか難しいんではないかというふうに思っております。 

 ただですね、ご存知のように、今コロナ禍３年が過ぎてですね、そして５月８日か

らは、その行動規制も取れてですね、おそらくは通常の状態に当然、先般枝幸町でも

かに祭りの実行委員会正副会長会議を開いて、今年のかに祭はやりますという方針が

決まったようです。 

そういうことでは、やっぱりこれ全道的に、全国的にやっぱりそのコロナの一つの

規制が取れてですね、人はかなりやっぱり動き出すだろうというふうに思ってますん

で、そういう中で、私どももこれまでのいろんな発注のあり方とか、何とかというの

も今までは送り込みでやってましたけども、そういったものもしっかり今度はですね、

来ていただいて入札を行うような仕組みに変えたいというふうに思っております。 

その５月８日以降はですね。そういうところで一つ一つですね、そういった流れを

見極めながら、今私どもも昨年常務が辞めて、そして総支配人体制のもとで、その両

施設の人の配置っていうものがうまくですね、両方に忙しいときは人も動けるように、

あるいはまたシフトにこだわらずですね、効率的にというところを考えながら、今、

新年度に向けてですね、今、指示もしておりますので、そういう形で今、現場ではで

すね、いろいろ検討を進めているところでもあります。 

そういう中にあって、４月から枝高の卒業生が２人ですね、しっかり就職来ていた

だけるということは、私どもも今までなかなかコロナ禍で客足が少し減ってるってい

う中では、何とかかんとかなんですけど、やっぱりその繁忙期についてはですね、や

っぱり人手が足りない。 

そういう中で、派遣だなんだって高いですねお金を払いながら、何とか人を回して

たっていうのもありますが、そういったところは、今後は派遣に頼らない中で、しか

もまたパートで雇ってた方が、あるいは、うちらの職員もかなりその高齢化が進んで

ます。 

で、そこを何とかって、人生これ 65 まで 70 まで働けるという時代になりつつあり

ますけども、かなりやっぱり無理して働いていただいてるのも事実ですから、そうい

う中で、将来を見据えればですね、今、多少ですね、無理してでもやっぱり働いても

らえる方は、職員としてしっかりやっぱり年間雇用できるような体制に。 

そのためにまた最低賃金が上がる、それから物価高があるっていうところでですね、

多少やっぱり待遇の改善というのもしながらですね、そういうところで、ご質問のそ

の人件費の増というのは多少避けられない面もありますけども、そこをしっかり皆さ

んがまた現場は一生懸命働いていただいて、知恵を絞って何とか少し、また、自らが

稼ぎ出すようにですね、そういったところも頑張ってほしいということはいろいろ現

場にはですね、伝えてはいるんですが。 

今、このコロナ明けが間近に迫っているそういう中で直ちにビジョンをといっても

ですね、なかなかそこはやっぱり今、新しい観光課もですね、４月から動き出して、

少しやっぱり時間をいただいた中で、そういった方向性っていうのも、あまり先送り



- 40 - 
 

しない中でまた示したいというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと

思ってます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） あの、町長のおっしゃることももちろん理解します。 

私が心配するのは、４月からの新年度になる訳ですから、特にコロナ禍からウィズ

コロナの時代になれば、多少はやっぱり観光客って戻ってくると思うんでね。 

多少は金・土・日、良くなると思います。で、各種イベントの大きいイベントも復

活すると思うんで、その辺は理解するんですが、やはりあの早急にやっぱり１人でも

多くの人を集める、そういうプランを出さなければ、この土・日の宿泊稼働率 45%と

低い数字は、ちょっとやっぱりホテルとしては問題があると思うので、ぜひそこのと

ころは早めに手当をしていただきたいなというふうに思います。 

 そして人件費のことは後で触れた方がいいな。 

まず、次に常務取締役がいらっしゃらなくなって、そして歌登のホテルの支配人が、

両ホテルの支配人となられると、そして副支配人職を新設するということでしたが、

この副支配人っていうのはどのような経歴の方なんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（中川一広君）  ただいまの小林議員のご質問にお答えします。 

昨年 12 月にですね新設しました副支配人につきましては、まずホテルニュー幸林

につきましては、今まで管理課の方でですね、経理を見ていたマネージャーが就任し

ております。 

それからクリーンパークホテルにつきましては、あのホテルニュー幸林のですね、

フロントでマネージャーをしていた者が副支配人として就任をしていただいておりま

す。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） とりあえずわかりました。 

私が心配しているのは、今まで常務取締役がしっかりいて、その中でも結局経営が

やっぱり思わしくなく 7,400 万も、結局はこれ赤字ですよね、管理費っていうこと。

それだけの経費を打ち込まなければ、両保養施設は成り立たないということなんです

よね。これは税金です。 

それで、その常務取締役がいなくなったっていうことは、私非常に重いと思うんで

すね。 

やはり常務取締役っていうのは、オホーツク枝幸株式会社が責任者として送り込ん

でた方だと思うんで、その方がいなくなるっていうことは経営のタガっていうのがあ

ると思うんですが、それが緩くなってしまうんじゃないかなっていうふうに心配する

んですが、その辺のところはどういうふうにお考えになりますか。 

○議長（小原 仁君） まちづくり推進課長。町長でいいですか。 

○まちづくり推進課長（中川一広君） 大丈夫です。はい。私がはい。 

常務取締役の件なんですけれども、あくまでもオホーツク枝幸株式会社の中での役

員の話になろうかと存じます。 

その上でですね、昨年 11 月末に常務取締役の方から辞任の申し出がありまして、

辞任されたというような流れになっております。 

これまでですね、あの会社の設立当初から５年半、経営の安定化を目指して努めて 
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こられたということで、私どももですね、オホーツク枝幸株式会社として、今後常務

取締役の配置というものもですね、考えていかなければいけないのかなというふうに

は考えております。 

ただ、会社の中のあの人事の話になりますので、今、現段階では令和５年度のです

ね、当初予算等におけるあの事業計画の中では配置はございませんが、この辺につい

ては今後検討するべきところなのかなというふうに考えられ考えております。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  今の課長のお話では、オホーツク枝幸株式会社の会社の中の

話だからっていうようなそういう理由だったと思うんですが、オホーツク枝幸株式会

社っていうのは、町長が社長で、副町長が専務で、そういう会社ですよね。これ全く

町じゃないですか。 

要するにオホーツク枝幸株式会社と言いながら、だからそれは、やっぱりそういう

言い訳っていうのは、ちょっとここになじまないんじゃないかなと思うんすけど、ち

ゃんと説明できるはずなんですよね。 

それはまあいいでしょう。いいです。 

要するにですね、私達が願うのは、町長が社長であり、副町長が専務でありますか

ら、常務取締役がいなくなった分、やっぱり心を砕いて会社経営に向かってくれれば

いいんですが、そういうふうに期待してもよろしいんでしょうかね。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  常務が空席ということの中でですね、全体としてその今両保

養施設ということを含めてのですね、運営に何か著しい支障が出ているかといえば、

現場としては総支配人それからその支配人ってのは両方にいない、副支配人になって

いる。そういう中で、一体感はですね、一体感を持ちながら、しっかり運営が継続さ

れてますんで。 

そういうところで私どもも今ちょっと推移を見ながら、また今このコロナで次の体

制をというところで、若干空白の時間を取ることになるんですけども、そこはちょっ

と検討しながらというところで将来でも全く置かないとも言えませんし、すぐ置くと

いうそういう段階ではまだないのかなというふうに思ってますんで。 

どっちにしても、確かに社長が私で専務が副町長でっていう、ただ会社としてはそ

ういう中でまた一部民間からも取締役に入っていただいたり、監査役も民間から入っ

ていただいた方もいますんで、まあ、当然ながら会社ですから、しかるべきまたそう

いった取締役会の中でしっかり皆さんとお諮りした上でですね、その会社の体制につ

いては決まっていくと、ことになると思います。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  わかりました。この件についてはわかりました。了解しまし

た。 

次にですね、今枝幸町は行財政改革の取り組みで、社会教育委員はじめ、各種委員

の人数や報酬を減らしたり、あとははまなす湯を廃止したりと行財政改革に取り組ん

でいるということは評価できると思います。 

ただですね、保養施設等にはね、この財政改革がね、全然入ってないような気がす

るんですが、確かに人件費っていう面で上げたり経費がかかるからっていうのはわか

るんですが、やはりそこに経営感覚がなければ、どんどん結局管理費が上がっていく
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っていうことになると思うんで、その辺のことについてはどのように考えておられま

すかね。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君）  どうしてもこの保養施設、単にそのね、そういう面で町から

の税金たくさん使ってますっていう、そういったお話されるんですが、これ少なくと

も、この保養施設っていうのは合併前から両町がですね、しっかり町民の保養施設と

いう位置づけの中で造ってきたものですから、過去において私の記憶では一度もそこ

で黒字経営でですね、収支があった時代ってのは一部一時はどっかであったのかもし

れないですけど、ほとんどなかったと思ってます。 

ですから、そういうことの中でやはり今、物価高、あるいはエネルギー高というこ

とで、昨年来、相当なやっぱり燃料費の増嵩あるいは電気料の増嵩というところで経

費が膨らんでおります。そういうところは、他の例えば体育館、プール、あるいはま

たそういう体育施設と比較してもですね、してまあそういうところの指定管理料につ

いても、当然人件費のアップ分なり、あるいはそういった光熱、物件費のアップ分、

配慮しながらですね、年々やっぱり指定管理料も増えてきてるわけですから、だから

保養施設もいいんですという話にはならないんですが、やはりそれとて限界があると

思ってます。 

どこまでが許容なのかと、そして、やはり保養施設ですから、当然、よその町から

観光客も来れば営業で来る方もいて利用する方もたくさんいる中で、やはり営業の努

力いかんによってはですね、そこはまだまだ圧縮できるっていうところもあるんだと

思いますんで。 

そういった兼ね合いの中で、私どもも今新年度に向けて、このコロナ禍にですね、

コロナ禍が終わって多少期待できるという状況になれば、予算は予算として、そこを

やっぱり営業努力によって、少しでもね圧縮できるのをどういうふうにやっぱり頑張

らなきゃならんというふうに思ってますんで、何とかそういうところでは、これが税

金だから多すぎるからっつってね、そこを一番にという話はちょっと私もどうなのか

なというふうにも思いますんで、何とかそういう面ではですね、一つご理解をいただ

ければというふうに思っております。 

はい。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 町長のおっしゃることは理解できます。 

ただですね、すごい私として心配なのはとして、総務文教常任委員会の中で、

8,400 万という額が出て、あの人件費だよということで、どうしてこんなに上がるの

って言ったら、やはり 10 代の子たちが入ってきてて、その子たちの給料ってのはグ

レーゾーンなんだと。 

で、ここを上げるっていうことで、それは理解できますということで、そこで話は

終わったんですが、あの、2,000 万円で大体 37 人ですね。で、１人で割り返すと、

50 万ぐらいの値上げになるんですよね。だから、年間として結構いい額、それも一

応私のみ込みます。 

ただ、その中ででた話の中で、この 8,400 万で今年は済まない可能性がありますと

いうお話も伺ってまして、今、町長はあのね、気合いを入れてね、経営していただけ

るっていう、そういうお話が町長の口から聞かれたんで安心はしてるんですが、やは
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り年度当初になる前に、やはりこれで不足するかもしれないってことに言及されるっ

ていうことは、非常に危機感、やる気がすごく感じられなかったんですね。 

そういう状況の中で、やっぱり経営というのはうまくいかないと思うんで、ぜひ町

長の発破をかけてがっちりと経営していただければなというふうに思います。 

これで質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして小林議員の一般質問を終わります。 

１時間以上経ちましたので、２時 15 分まで、２時 15 分まで休憩といたします。 

休憩 午後 ２時０７分 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして、会議を再開いたします。 

 

◎日程第７ 陳情第 12 号～日程第９ 陳情第２号 

○議長（小原 仁君） 日程第７ 陳情第 12 号 日本全体で解決すべき問題として、

普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳情。日程

第８ 陳情第１号 庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛す

るよう求める陳情。日程第９ 陳情第２号 日本国憲法の尊重・擁護に関する要請を

議題といたします。 

この陳情は、議長宛に送付のあった陳情書であります。内容は、お手元に配付いた

しました陳情文書表のとおりであります。本陳情の取り扱いについては、議会運営委

員会で協議され、全員に資料として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第 12 号、陳情第１号及び陳情第２号については、全議員に資料

配布といたします。なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いた

いと思います。 

 

◎日程第１０ 発議第１号 

○議長（小原 仁君）  日程第１０ 発議第１号 枝幸町議会個人情報保護条例につ

いてを議題といたします。 

本件については、３日開催の議会運営委員会でその取り扱いを協議し、枝幸町議会

会議規則第 14 条第３項の規定に基づき、議会運営委員会からの発議で提案すること

が決定され、議長宛てに申し出があったところでございます。 

本件は、議会運営委員会村上委員長より提出されておりますが、本案は、個人情報

保護法の改正により、地方公共団体の機関から議会が適用除外となったことに伴い、

議会として新たに個人情報保護条例の制定が必要になったことから提案されたもので

あります。 

内容については、さきに説明のとおりであります。 

本件については、枝幸町議会会議規則第 39 条第２項の規定に基づき、趣旨説明を

省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、趣旨説明を省略すること

に決定いたしました。 
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これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略させていただきます。 

これより発議第１号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１号、枝幸町議会個人情報保護条例については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第１１ 発議第２号 

○議長（小原 仁君）  日程第１１ 発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

本件については、３日開催の議会運営委員会でその取り扱いを協議し、枝幸町議会

会議規則第 14 条３項の規定に基づき、議会運営委員会の発議で提案することが決定

され、議長宛てに申し出があったところでございます。 

提出者であります議会運営委員会村上委員長より登壇の上、提案理由の説明を求め

ます。 

村上委員長。 

（議会運営委員長村上守義君 登壇） 

○議会運営委員長（村上守義君） 発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正

する条例について提案いたします。 

町の組織機構の見直しによる課の変更のため、令和４年 12 月８日開催の第４回定

例会において、枝幸町課設置条例の一部を改正する条例が議決され、４月１日から施

行されます。 

この改正に伴い、議会の各常任委員会が所管する課の名称に変更が生じるため、枝

幸町議会委員会条例の一部を改正するものであります。 

別紙の発議案をご覧ください。 

発議第２号 枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町議会運営委員会委員長村上守義 

枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例。 

内容については２枚目の発議参考資料の新旧対照表でご説明いたします。 

右側の欄が改正後の条文となっています。 

第２条の各常任委員会が所管する課の名称を列記している部分ですが、アンダーラ

インをご覧ください。 

総務文教常任委員会所管中、現行のまちづくり推進課を企画課に、歌登総合支所を 
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歌登支所に、改め、新たに情報課を追加します。 

産業厚生常任委員会所管中、新たに観光課を追加するものです。 

附則ですが、この条例は令和５年４月１日から施行するとします。 

以上、説明を終わります。よろしくく、ご審議を賜り、ご決定をお願いいたします。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。討論を省略させていただきます。 

これより発議第２号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第２号、枝幸町議会委員会条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３号 

○議長（小原 仁君）  日程第 12 議案第３号 新たに生じた土地の確認について

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長桔梗智明君 登壇） 

○水産商工課長（桔梗智明君） 議案書１ページでございます。 

議案第３号 新たに生じた土地の確認について。 

地方自治法第９条の５第１項の規定により、枝幸町の区域内に生じた次の土地を確

認する。 

令和５年３月４日提出 

枝幸町長 

ご確認いただきます土地につきましては、枝幸郡枝幸町山臼 7996 番２に隣接する

公有水面埋立地で、面積は 76.92 平方メートルでございます。 

提案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明いたします。 

資料の１ページをお開きください。 

この内容につきましては、第２種オホーツク枝幸漁港山臼地区において、公有水面

の埋め立てにより整備されました上架施設袖護岸及び漁港施設用地の完成に伴います

新たに生じた土地の確認について、議会のご承認をいただきたく提案するものであり

まして、図面の中央の黒塗りの箇所及び２ページの黒の太線で示した部分がご確認い

ただく土地でございます。 

この土地につきましては、令和３年６月 22 日開催の第２回定例会におきまして、 
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公有水面埋立免許の出願について同意をいただき、漁船の大型化に対応したリフト式

上下架施設を設置するために整備したものであります。 

また、その漁船上下架施設につきましては、令和４年度から令和５年度にかけまし

て、水産流通基盤整備事業により、枝幸漁業協同組合が事業実施主体となりまして整

備しており、今年年内には完成する予定となってございます。 

なお、この公有水面埋立に関する工事の竣工につきましては、令和４年 12 月 15 日

付で認可された旨の通知をいただいておりますことを申し添えます。 

以上、大変雑駁ではありますが、議案第３号の提案内容の説明に代えさせていただ

きます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。 

これより議案第３号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第３号 新たに生じた土地の確認については、原案のとおり可決

されました。 

 

◎日程第１３ 議案第４号 

○議長（小原 仁君）  日程第 13 議案第４号 枝幸町の町の区域の変更について

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長桔梗智明君 登壇） 

○水産商工課長（桔梗智明君） 議案書２ページでございます。 

議案第４号 枝幸町の町の区域の変更について。 

地方自治法第 260 条第１項の規定により、新たに生じた土地の確認に伴い、次のと

おり町の区域を変更する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

まず、町の名称は山臼でございます。変更する町の区域といたまして、編入する公

有水面埋立地は枝幸郡枝幸町山臼 7996 番２に隣接する公有水面埋立地で、面積は

76.92 平方メートルでございます。 

この提案につきましては、先ほどの議案第３号、新たに生じた土地の確認について、 
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ご承認をいただいたことに伴い、枝幸町の町の区域を変更するものでございます。 

以上大変雑駁ではありますが、議案第４号の提案内容の説明に代えさせていただき

ます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第４号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号 枝幸町の町の区域の変更については、原案のとおり可決

されました。 

 

◎日程第１４ 議案第５号～日程第１５ 議案第６号 

○議長（小原 仁君）  日程第 14 議案第５号 枝幸町個人情報の保護に関する法

律施行条例について。日程第 15 議案第６号 枝幸町個人情報保護審査会条例につ

いてを議題といたします。 

以上の２件は関連がありますので、一括議案として審議したいと思いますが、一括

議案とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号及び議案第６号の２件の議案は一括議案とすることに決定

いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君）  議案第５号、議案第６号について、一括提案のご説明を

申し上げます。 

議案書３ページをお開き願います。 

議案第５号 枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例について。 

枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

続きまして６ページです。 

議案第６号 枝幸町個人情報保護審査会条例について。枝幸町個人情報保護審査会 
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条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

この２件の条例の制定について、提案理由の説明を申し上げます。国においては、

令和３年、社会全体のデジタル化に対応した個人情報保護とデータ流通の両立のため、

個人情報保護に関する法律、いわゆる個人情報保護法など３つの法律を統合する改正

が行われ、改正法は本年４月１日施行となっております。 

そのため、各地方自治体等における個人情報保護制度に係る個人情報の定義などの

根拠規定が従来の条例から改正個人情報保護法へ変更になります。 

このことから、当町においても、新年度に向けて、改正法に対応するため、これま

での条例を廃止し、新たに条例を制定、併せて関係する他の条例を改正するものであ

ります。 

また、現行条例の廃止に伴い条例中に規定されていた個人情報保護審査会に関する

条例を別に制定します。 

それでは、議案書に掲載の条例案で、また途中の附則第４条から第６条までは、別

冊の議案関係参考資料で内容をご説明申し上げます。 

改めまして、議案書３ページをお開き願います。 

議案第５号 枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例についてであります。 

第１条は、この条例の趣旨で、個人情報保護法の施行に関し必要な事項を定めるも

のとするとしております。 

第２条は、この条例における町の機構を定義し、使用する用語は法や施行令で使用

する用語の例によるとしております。 

第３条は開示請求手続きで、開示請求書には、法第 70 条第１項各号に掲げる事項、

開示請求する者の氏名及び住所、行政文書等の名称などのほか、規則で定める事項を

記載するものとし、第４条の開示請求に係る手数料等は、法第 89 条第２項に規定す

る行政機関の長に対し、開示請求をする者が納める手数料の額は無料とすること。第

２項の法第 87 条第１項の規定による写しの交付により、個人情報の開示を受ける者

は、写しの交付に要する費用を負担しなければならないことなどとしております。 

第５条の訂正請求の手続きは、訂正請求書には、法第 91 条第１項各号、訂正請求

をする者の氏名及び住所又は居所や訂正請求に係る保有個人情報の開示を受けた日な

どのほか、規則で定める事項を記載するものとしております。 

４ページをお開き願います。第６条の利用停止請求の手続きでは、法第 99 条第１項

各号、利用停止請求をする者の氏名及び住所又は居所や利用停止請求に係る保有個人

情報の開示を受けた日などの他、規則で定める事項を記載するものとしております。 

附則ですが、第１条の施行期日として、この条例は令和５年４月１日から施行する

としており、第２条は改正法に対応するため、現行の枝幸町個人情報保護条例を廃止。 

第３条第１項では、旧条例に規定する実施機関の職員である者や個人情報の取り扱

いの委託を受けた者が受託した業務に従事していた者について、廃止前の条例第７条

の規定によるその業務に関して知り得た旧条例に規定する個人情報の取り扱いの義務

については、この条例の施行後もなお従前の例によること。第２項では、旧条例によ

る開示請求、訂正請求、利用停止請求による開示等は、なお従前の例によること。第

３項から第５項までは、正当な理由なく、この条例の施行前において、旧実施機関の 
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職員などが保有していた個人情報ファイルを条例施行後に提供したときなどの罰則の

規定であります。 

ここからは、別冊の議案関係参考資料でご説明いたします。 

３ページをお開き願います。附則第４条は、枝幸町公の施設に係る指定管理者の指

定の手続き等に関する条例の一部改正で、右側が改正後ですが、第７条、第 11 条と

も各地方自治体等における個人情報の根拠規定が条例から法へ変更されることに伴う

法律名の規定など、４ページに移りまして、中段の第５条は同条例の一部改正に伴う

経過措置であります。 

５ページをお開き願います。第６条は枝幸町債権管理条例の一部改正で、第６条の

改正は、このたびの個人情報保護法律施行条例の制定に伴う文言の整理であります。

ここでまた議案書に戻っていきたいと述べていただきたいと思います。 

議案書６ページをお開き願います。 

次は、議案第６号 枝幸町個人情報保護審査会条例についてであります。 

第１条は、この条例の趣旨として、審査会の設置及び組織並びに調査審議の手続き

等を定める旨の規定です。 

第２条は、個人情報保護制度における審査請求等について調査審議するため、審査

会を置くとしております。 

第３条は、個人情報保護法の規定による諮問庁、保有個人情報の用語の定義を規定。 

第４条で、審査会は個人情報保護法において準用する諮問に応じ、開示決定、開示

請求、訂正請求などの審査請求に関する事項について調査審議する旨を規定。 

第５条で、審査会は６人以内をもって組織するとしております。 

７ページにかけての第６条の委員は優れた識見を有する者のうちから町長が委嘱す

ることのほか、任期は４年、補欠委員の任期、秘密漏洩の禁止について規定しており

ます。 

第７条は、審査会に会長、副会長を置き、互選による選任とするほか、会長、副会

長の職務を規定しております。 

第８条審査会の調査審議は、この条例に定めるところにより実施すること。 

第９条審査会の調査権限は、審査請求に係る事件に関し必要があると認めるときは、

諮問庁に対し、保有個人情報の提示を求めることができること。第２項で、諮問庁は

その提示の求めを拒めないこと、第３項で、諮問庁に対し、保有個人情報に含まれて

いる内容を指定する方法により、資料を作成し、提出するように求めることができる

こと。第４項で審査請求人などに意見書又は資料の提出を求めることが求めることな

どができることを規定しております。 

第 10 条意見の陳述では、審査会は、審査請求人等から申し入れがあったときは、

口頭で意見陳述する機会を与えなければならないことなどを規定しております。 

第 11 条では、審査請求人等は審査会に対し意見書又は資料を提出することができ

ることについて規定しております。 

第 12 条は委員による調査手続きで、審査会は、審査請求に係る事件に関し必要が

あると認めるときは、指名する委員に提示された保有個人情報を閲覧させることなど

ができる旨の規定です。 

８ページにかけての第 13 条は、審査会は意見書又は資料の提出があったときは、

その意見書等を提出した審査請求人等以外の審査請求人等に送付するものとし、第２ 
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項では、審査請求人等は、意見書等の閲覧を求めることができること。第３項では、

送付や閲覧には、審査請求人等の意見を聞かなければならないこと。第４項では、閲

覧について日時及び場所の場所を指定することができる旨の規定です。 

第 14 条は、審査会を行う審査請求に係る調査審議の手続きは公開しないこと。 

第 15 条は、審査会は、審査請求に係る諮問に対する答申をしたときは、答申書の

写しを審査請求人、参加人に送付するとともに、答申の内容を公表するものとするこ

と。 

第 16 条は、規則への委任に関する規定。 

第 17 条は、規定に違反して秘密を漏らしたものについての罰則規定です。 

附則ですが、第１条施行期日で、この条例は令和５年４月１日から施行するとして

おります。 

第２条は経過措置で、第１項は、先ほど議案第５号で説明いたしました個人情報保

護に関する法律施行条例の附則により廃止する前の個人情報保護条例の規定で設置さ

れた枝幸町個人情報保護審査会の委員であるものは、引き続き本条例により委員とし

て委嘱されたとみなすこと。 

９ページにかけての第２項も、施行日前の審査請求に関する諮問についてのみなし

規定。第３項は、同じく調査審議の継続について。第４項は、秘密漏洩禁止の義務に

ついては条例施行後も従前の例によることの規定であります。 

以上、議案第５号、議案第６号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議ますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第５号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５号 枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例については、

原案のとおり可決されました。 

続いて議案第６号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 枝幸町個人情報保護審査会条例については、原案のとお

り可決されました。 
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◎日程第１６ 議案第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第16 議案第７号 枝幸町情報公開条例の一部を改正す

る条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書10ページをお開き願います。 

議案第７号 枝幸町情報公開条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町情報公開条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例は、公文書の開示を請求する町民の権利を明らかにするとともに、情報公開

の総合的な推進に関し必要な事項を定めることにより、町が町政に関し町民に説明す

る責務を全うするようにし、もって町民の的確な理解と批判のもとに公正で透明な町

政の推進に資することを目的としております。 

先ほど議案第５号で提案いたしました個人情報の保護に関する法律施行条例につい

ての説明の際に、いわゆる個人情報保護法が改正され本年４月１日から施行する旨を

申し上げましたが、法の改正により個人情報保護に関する不開示情報が同法の適用を

受けることに伴い、情報公開条例の不開示情報についても、行政機関の保有する情報

の公開に関する法律、いわゆる情報公開法に規定する不開示情報に合わせるため、所

要の改正を行うものであります。 

また、枝幸町では、第２次行財政改革大綱に基づき行財政改革を推進しております

が、前期実施計画の項目の一つである各種審議会等委員定数の見直しについて、新枝

幸町誕生時から２割以上減少した人口の現在の状況等を考慮し、定数も原則２割減と

する方針を踏まえ、本条例に規定する情報公開審査会の委員の他、令和４年度中に任

期を終える他の審議会委員定数も減じるため併せて改正を行います。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。 

６ページをお開きください。右側が改正後ですが、第２条中電磁的記録の定義につ

いて、改正後の第５条第２号に電磁的記録の文言が出てくるため、以下同じの文言を

加えます。 

このページ中段から第５条公文書の開示義務では、第１号の法令又は条例の規定に

より公にすることができないと認められる情報のほか、10ページをお開きください。

10ページの第６号までに規定する不開示情報について規定しております。 

前段で申し上げましたとおり、情報公開法に規定する内容に合わせて行う改正であ

りまして従来の規定と大きく変わるものではありません。 

10ページ下段の第７条の改正は、公益上の理由による裁量的開示から除外する不開

示情報に第５条第３号の行政機関等匿名加工情報の作成に用いた保有個人情報から削

除した氏名、生年月日等の記述や個人識別符号を加えるものであります。 

11ページにかけての第８条公文書の存否に関する情報、第２項は文言の整理による
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改正。 

第11条第三者保護の意見聴取で、第２項は先ほどの第５条の改正に伴い該当する第

４号ただし書への改正、第３項は該当のない条を削除するものであります。 

12ページに移りまして、第19条審査会の設置では、第３項の審査会の定数７人以内

を１名減の６人以内に改めます。 

附則でありますが、第１項施行期日で、この条例は令和５年４月１日から施行する。 

第２項適用区分で改正後の条例第５条の規定は、施行日以後に行われる新条例第10

条第１項に規定する開示決定等について適用するとしております。 

附則第３項と第４項については、13ページをお開き願います。このページと次のペ

ージは各種審議会等委員定数の見直しに係る附則での改正であります。 

13ページの附則第３項では、枝幸町情報通信基盤施設の設置及び管理に関する条例

の一部改正として、第９条放送番組審議会の第２項中、委員７人以内を１名減の６名

以内、失礼しました６人以内。 

14ページに移りまして、附則第４項の枝幸町特別職報酬等審議会条例の一部改正と

して、第３条第１項中、委員８人を１名減の７人に改めるものであります。 

以上、議案第７号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第７号について採決といたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第７号 枝幸町情報公開条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第17 議案第８号 枝幸町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書13ページをお開き願います。 

議案第８号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 
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令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。 

当町におきましては、組織機構の見直しによる課部局の分割再編を行い、新年度か

ら新たな体制で業務を行いますが、あわせて平成22年度から導入したグループ制を係

制に移行することとしており、それに伴い、例えば課長補佐や係長といった職が設置

されることになります。 

本条例においては、行政職や医療職の給料表において職務の級ごとに標準的な職務

を定めており、先ほどの課長補佐や係長の職を表に加えるこ加えるなどの整理を行う

ため、所要の改正を行うものであります。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。 

15ページをお開きください。右側が改正後ですが、別表第５、行政職給料表級別標

準職務表の職務の級の３級と４級の項標準的な職務の欄に係長を、５級に課長補佐と

認定こども園の新設により園長を加えます。また、６級の現在発令のない統括参事と、

教育委員会の次長制廃止により教育次長を削除します。 

次に、医療技術職が該当する別表第７、医療職給料表２、級別標準職務表の職務の

級の３級と４級の項、16ページに移りまして、保健師や看護師が該当する別表第８、

医療職給料表３、級別標準職務表の職務の級の３級と４級の項、標準的な職務の欄に

係長を加えます。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第８号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第８号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討異議なしと認めます。 

したがって議案第８号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１８ 議案第９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 18 議案第９号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関す 

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。  
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提案理由の説明を求めます。  
総務課長。  

（総務課長神尾尚人君 登壇） 

○総務課長（神尾尚人君） 議案書 14 ページをお開き願います。 

議案第９号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。 

枝幸町で近年増加傾向となっている職員が行う有害鳥獣等の駆除作業については、

ヒグマの出没情報に伴う巡視、箱わなの設置など、ヒグマとの遭遇の危険性があるほ

か、エゾシカ、アライグマ、キツネの殺処分など感電等による負傷の恐れがあること

を踏まえ、それらが危険な作業であることを勘案し、新年度から特殊勤務手当として

有害鳥獣等危険手当を新設するため所要の改正を行うものであります。 

なお、対象となる動物の種類は異なりますが、同様の手当を支給している自治体は

全道でも４割ほどとなっております。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。 

17 ページをお開きください。右側が改正後ですが、第２条、特殊勤務手当の区分

中、第３号に危険業務に従事する職員の特殊勤務手当を、第 13 条、種類として有害

鳥獣等危険手当を、第 14 条に手当の内容とその額として第２項に作業１日につき

500 円とすることを加えます。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

以上、議案第９号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第９号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 枝幸町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１９ 議案第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 10 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

まちづくり推進課長。 

（まちづくり推進課長中川一広君 登壇） 

○まちづくり推進課長（中川一広君） 議案書 15 ページでございます。 

議案第 10 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

今回の一部改正につきましては、別表中に定めております保養施設の使用料につい

て、昨今のエネルギー価格の高騰により、全体的な見直しを図る中で、歌登グリーン

パークホテルの入浴料を公衆浴場の統制額相当額へ改定するものです。 

理由といたしましては、昨年 10 月に改定された公衆浴場入浴料金の基礎となる北

海道が定める統制額 480 円との乖離が大きくなったことを受けまして、これまで据え

置いていた使用料について一定の負担をお願いするものでございます。 

なお、現在指定管理者での当該入浴料につきましては、町長の承認を得た上で、条

例の規定額より１回当たりそれぞれ 10 円低い金額で運用しております。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。 

18 ページをお開きください。別表第 12 条関係では、歌登グリーンパークホテルの

入浴料の改正で、現行中学生以上の大人 420 円、回数券 11 枚綴り 4,200 円、回数券

23 枚綴り 8,400 円、小学生の小人でそれぞれ 220 円、2,200 円、4,300 円ですが、

改正後では大人でそれぞれ 480 円、4,800 円、9,600 円に、小人で 240 円、2,400

円、4,700 円となります。 

この条例の附則でございますが、この条例は令和５年４月１日から施行するとして

おり、これにより指定管理者での当該入浴料は４月１日よりそれぞれ条例の規定額で

運用する予定です。 

以上、簡単ではございますが、議案第 10 号についての提案説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 1 点ですね、これ大人で 60 円、小人で 20 円の金額アップに

なりますが、これを上げることによってどれぐらい年間の収益が上がるというふうに

計算してるのかをちょっとお聞きします。 

○議長（小原 仁君） まちづくり推進課長。 

○まちづくり推進課長（中川一広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えいたし 
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ます。 

グリーンパークの入浴料の改正によりまして年間 80 万円程度の増収になるものと

いうふうに見込んでおります。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。はい。質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 10 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 10 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 11 号 枝幸町都市計画税条例の一部を改

正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

税務課長。 

（税務課長高瀬雅之君 登壇） 

○税務課長（高瀬雅之君） 議案書 16 ページでございます。 

議案第 11 号 枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。 

都市計画税は、都市計画法に基づき道路、公園、水道、公共下水道などの都市計画

事業の整備費用に充ててきている目的税であります。本税は、昭和 43 年度から枝幸

市街地の都市計画区域内の土地、家屋の所有者に課税し、一定の基盤整備が図られて

きています。 

賦課後 50 年以上が経過し、令和３年３月に策定された第２期都市計画マスタープ

ランを基に今後 20 年間の都市計画事業の方針、方向性や目的税としての充当事業、

加えて道内の課税市町村の状況などを踏まえた結果、課税対象区域の見直しを行うた

め、本条例を改正するものでございます。 

改正条文の読み上げについては省略させていただき、別冊の議案関係参考資料によ

り改正内容の説明をさせていただきます。 

別冊議案関係参考資料 19 ページをお開き願います。改正条文は、第２条、納税義

務者等の第１項のみであります。 

現行の都市計画区域内に所在する上下水道区域内を、改正の都市計画区域のうち、

同法第８条第１項第１号に規定する用途地域に所在するに改めるものであります。 
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この改正により、令和５年度の課税より、課税対象区域を現行の都市計画区域内全

域から白地地域を除いた用途地域のみとするものであります。 

また、附則では、施行期日と本条例改正による経過措置を定めています。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 11 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 11 号 枝幸町都市計画税条例の一部を改正する条例について

は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第１２号～日程第２４ 議案第１４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 12 号 枝幸町立保育所条例の一部を改正

する条例について。日程第 22 議案第 13 号 枝幸町へき地保育所条例の一部を改正

する条例について。日程第 23 議案第 14 号 枝幸町子育て支援センター条例の一部

を改正する条例についてついてを議題といたします。 

以上の３件は関連がありますので、一括議案として審議したいと思いますが、一括

議案とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 12 号、議案第 13 号及び議案第 14 号の３件の議案は一括議案

とすることに決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案第 12 号、第 13 号、第 14 号について一括提案の

ご説明を申し上げます。 

議案書 17 ページをお開き願います。議案第 12 号 枝幸町立保育所条例の一部を改

正する条例について。 

枝幸町立保育所条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 
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続きまして 18 ページです。議案第 13 号 枝幸町立へき地保育所条例の一部を改正

する条例について。 

枝幸町立へき地保育所条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

続きまして 19 ページです。議案第 14 号 枝幸町子育て支援センター条例の一部を

改正する条例について。 

枝幸町子育て支援センター条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

これら３件の条例改正につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

本年４月１日から枝幸町認定こども園が開設する機会に合わせて音標保育所及び歌

登保育所の定員を適正な人数に改正するとともに音標保育所及び枝幸地域子育て支援

センターの住所を整理、変更する改正でございます。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。 

20 ページをお開きください。初めに、議案第 12 号、枝幸町立保育所条例について

であります。 

本条例では、枝幸保育所と音標保育所について規定していましたが、本年３月 31

日をもって枝幸保育所を廃止することから、乳児の受け入れを行っていない音標保育

所のみの規定となりますため、左側、現行の１条から乳児を削除いたします。 

次に、現行の第２条及び第３条から枝幸保育所に係る名称、位置、定員を削除し、

第２条で規定しています音標保育所の番地を音標 1088 番地 2 に整理いたします。 

また、第３条で規定している音標保育所の定員をこれまでの実績等から、現行の

40 人から 30 人へ変更するとともに、第２条と第３条を統合して、右側、改正の第２

条といたします。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

続きまして、21 ページをお開きください。議案第 13 号、枝幸町立へき地保育所条

例についてであります。 

本条例では歌登保育所について規定していますが、音標保育所と同様に、これまで

の実績等から適正な定員数とするため、現行の第２条で規定している定員を 90 人か

ら 30 人へ変更するものであります。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

続きまして、22 ページをお開きください。議案第 14 号、枝幸町子育て支援センタ

ー条例であります。 

枝幸地域子育て支援センターは、本年４月１日より枝幸町認定こども園と同じ建物

内に移設するため、現行の第２条で規定している位置につきまして、枝幸町三笠町

772 番地 12 から枝幸町三笠町 620 番地 1 と変更するものでございます。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 12 号から議案第 14 号までの内容説明と

させていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 
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○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 12 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第 12 号 枝幸町立保育所条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

続いて議案第 13 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 13 号 枝幸町立へき地保育所条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

続いて議案第 14 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 14 号 枝幸町子育て支援センター条例の一部を改正する条例

については原案のとおり可決されました。 

もう１時間以上経ちますので 15 時 30 分、3 時 30 分まで休憩いたします。 

休憩 午後 ３時１８分 

再開 午後 ３時３０分 

 

◎日程第２４ 議案第１５号～日程第２６ 議案第１７号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き会議を再開いたします。 

日程第 24 議案第 15 号 枝幸町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営

の基準等に関する条例の一部を改正する条例について。日程第 25 議案第 16 号 枝

幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条

例について。日程第 26 議案第 17 号 枝幸町放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

以上の３件は関連がありますので、一括議題として審議したいと思いますが、一括

議題とすることにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 15 号、議案第 16 号及び議案第 17 号の３件の議案は一括議案

とすることに決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案第 15 号、第 16 号、第 17 号について、一括提案

のご説明を申し上げます。 

議案書 20 ページをお開き願います。議案第 15 号 枝幸町特定教育保育施設及び特

定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例の一

部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

続きまして 21 ページです。議案第 16 号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

続きまして 23 ページです。議案第 17 号 枝幸町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を

改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

これら３件の条例改正につきましては、昨年 12 月の民法改正により、以前より児

童虐待を正当化する口実に利用されているとの指摘のありました懲戒権に係る規定が

削除されたことに伴う条例改正、及び福岡県、静岡県で発生しました児童の送迎バス

置き去りという大変痛ましい事案を背景に子どもの安全確保等に関する規定を強化す

る児童福祉関連法の改正に伴い、所要の条例改正を行うものであります。 

それでは、条例改正案の内容につきまして、別冊の議案関係参考資料でご説明申し

上げます。 

23 ページをお開きください。はじめに、議案第 15 号、枝幸町特定教育保育施設及

び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例についてであります。 

左側、現行の第 26 条で規定している懲戒に係る権限の濫用禁止を削除いたします。 

この改正は、民法の懲戒権に関する規定が削除されたとのことで、その濫用を禁止

する規定もあわせて削除するものでございます。 

附則として、この条例は公布の日から施行するとしております。 

続きまして、24 ページをお開きください。議案第 16 号 枝幸町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例についてであります。 
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現在当町におきましては、家庭的保育事業等の設置はございませんが、児童福祉施

設の設備及び運営に関する基準等の一部を改正する省令の改正に合わせて基準を整備

するものであります。 

右側、改正の１行目から７条の２を追加することによりまして、家庭的保育事業所

を利用する乳幼児の安全確保を図るため、事業者は安全計画を策定し、必要な措置を

講じることを義務づけるものでございます。 

次に、同ページ改正の下段から第７条の３を追加することによりまして、日常的に

利用する送迎バスには、利用乳幼児の所在を見落とさないようブザー等を設置するこ

と、また、乗降時には点呼による所在確認を行うことを義務付けるものでございます。 

次に 25 ページ、現行の上段、第 10 条の改正につきましては、家庭的保育の運営に

支障のない場合に限り、併設する他の福祉施設の設備や職員を共用できるようになる

ものでございます。 

次に、同ページ現行の中段、第 13 条削除することにつきましては、議案第 15 号で

ご説明いたしました懲戒権に係る内容と同様でございます。 

次に、同ページ現行の下段、第 14 条の改正につきましては、感染症、食中毒の蔓

延防止のための努力義務の具体的対策といたしまして、職員への研修及び訓練を実施

することが規定されたことによるものでございます。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

続きまして 27 ページをお開きください。議案第 17 号 枝幸町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例についてであります。 

本条例につきましては、学童保育所の規定であります。 

右側改正の１行目から第６条の２を追加することにつきましては、議案第 16 号で

ご説明いたしました安全計画の策定等に係る内容と同様でございます。 

次に、同ページ改正の下段から第６条の３を追加することにつきましては、施設外

での活動のために自動車を運行する場合には、乗降時において、点呼による所在確認

を行うことを義務付けるものでございます。 

次に、同ページ改正の下より２行目からの第 12 条の２を追加することにつきまし

ては、感染症や非常災害の発生時におきまして、業務を継続的に実施し、非常の非常

時の体制で業務再開を図るための業務継続計画を策定するとともに、必要な研修、訓

練を実施することを努力義務とする規定でございます。 

次に 28 ページ、左側が現行の中段第 13 条の改正につきましては、議案第 16 号で

ご説明しました衛生管理等に係る内容と同様でございます。 

附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変簡単ではございますが、議案第 15 号から第 17 号までの内容説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 15 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 15 号 枝幸町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運

営の基準等に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されま

した。 

続いて、議案第 16 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 16 号 枝幸町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第 17 号について採決をいたします。お諮りいたします。本案につい

ては、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 17 号 枝幸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７ 議案第１８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 27 議案第 18 号 枝幸町出生祝金交付条例を廃止す

る条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事三浦淳史君 登壇） 

○町民課参事（三浦淳史君） 議案書の 25 ページをお開き願います。 

議案第 18 号 枝幸町出生祝金交付条例を廃止する条例について。 

枝幸町出生祝金交付条例を廃止する条例を次のように制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。本件につきましては、一般質問におきましてご説

明させていただきましたが、国は安心して出産・子育てができる環境整備のため、国、

道、町が協調して支援する伴走型支援及び出産・子育て応援給付金制度を今年度第２

次補正予算で創設、今後も継続的に実施することとしてございます。 

当町では、本年２月からこの制度を実施してございますが、本条例による出生祝金

から支援内容が大幅に拡大していることから、令和５年３月 31 日をもって本条例を

廃止とさせていただくものでございます。 
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附則として、この条例は令和５年４月１日から施行するとしております。 

以上大変簡単ではございますが、議案第 18 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めてよろしいですか。はい。これで質疑を終わ

ります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

４番徳保議員。はい。それでは原案に反対の発言を許します。 

○４番（徳保喜幸君） はい。すいません。一般質問でも申し述べさせてもらったと

おりですね、私は町としてこのこれまでの条例にあったように次代を担う児童の出生

を祝福するという目的においても、確かに今説明にあったとおり、金額が全体的では

増えている制度になってますよという説明でございましたけども、その金額の大きさ

ではなくて気持ちを表すといういうことが大事なんだというふうに思いますのでこの

条例の廃止には反対を申し上げます。 

○議長（小原 仁君） それでは賛成討論を行います。賛成討論特にありませんか。

特にないですか。よろしいですか。それでは、特にないということでございますので、

討論を終了いたします。 

これより議案第 27 号、失礼しました議案第 18 号 枝幸町出生祝金条例を廃止する

条例についてを採決いたします。 

この採決は挙手により行いたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、採決は挙手で行います。それでは賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者８人挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数。 

それでは枝幸町出生祝金条例を廃止する条例については、挙手多数により原案のと

おり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第１９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 28 議案第 19 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 26 ページをお開きください。 

議案第 19 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 
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提案理由の説明を申し上げます。平成 30 年４月から国民健康保険制度は都道府県

単位による運営に移行しており、北海道が財政運営の責任を担い、市町村は北海道が

示す事業費等納付金及び標準保険料率などをもとに保険税率を決定し、賦課徴収を行

ってございます。この度の改正は、令和５年度の所得割率と均等割額の保険税率の改

正をお願いするものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料でご説明させていただき

ます。 

議案関係参考資料の 29 ページをお開きください。第３条第１項においては、医療

給付金にかかる所得割額の乗率 100 分の 5.7 を 0.7 引き上げ、100 分の 6.4 に改め

るものでございます。 

６条では、後期高齢者支援分にかかる所得割額の増率 100 分の 1.7 を 0.3 引き上

げ、100 分の 2 に改めるものでございます。 

第７条の２では、後期高齢者支援分に係る被保険者均等割額 6,000 円を 1,000 円

引き上げ、7,000 円に改めるものでございます。 

第８条は、介護納付金分に係る所得割額の乗率 100 分の 1.2 を 0.2 引き上げ、100

分の 1.4 に改めるものでございます。 

次に、次に国民健康保険税の減額、第 23 条第１項の改正について 30 ページ下段で

ありますが、第１号ウは、後期高齢者支援金等に係る７割軽減により減額する均等割

額 4,200 円を 4,900 円に改めるものでございます。 

31 ページをお開きください。第２号ウは、後期高齢者支援金分等に係る５割軽減

による減額する均等割額 3,000 円を 3,500 円に、第３号ウは、後期高齢者支援金等

に係る２割軽減による減額する均等割額 1,200 円を 1,400 円に改めるものでござい

ます。 

32 ページ、未就学児に係る減額、第２項第２号の改正について、後期高齢支援金

分の均等割額の軽減でありまして、アは、７割軽減後の均等割額から減額、900 円を

1,050 円に、イは、５割軽減後の均等割額から軽減、1,500 円を 1,750 円に、ウは、

２割軽減後の均等割額から軽減額、2,400 円を 2,800 円に、エは、軽減適用のない

世帯の均等割額から軽減、3,000 円を 3,500 円に改めるものでございます。 

次に特例対象被保険者等に係る申告、第 24 条の２第２項の改正でありますが、非

自発的失業者に係る特例被保険者からの届け出について国民健康保険税の減額の対象

者を把握する際に、これまで雇用保険受給資格者証に加えて、雇用保険受給者資格通

知でも可能とする規定を追加するものでございます。 

最後に、32 ページ下段から 33 ページにかけての附則でございますが、施行期日、

第１項、この条例は令和５年４月１日から施行する。 

適用区分、第２項改正後の枝幸町国民健康保険税条例の規定は、令和５年度以降の

年度分の国民健康保険税について適用し、令和４年度分までの国民健康保険税につい

ては、なお従前の例によるとしてございます。 

以上大変雑駁ではございますが、議案第 19 号の提案理由および内容説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして本案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 一般質問でもいろいろ議論しましたが、今言われました所得

割の税制を改正して値上げをするっていう部分と均等割を値上げをするという部分、

これをやりますと、先にあの全員協議会で資料をいただいてますけども、議論の中で

もありました 40 歳以上 65 歳未満の所得 300 万世帯での４人世帯で年間３万 4,900

円が値上がりになるという部分、それと所得 100 万で、４人世帯では 8,900 円が値

上がりになる。 

このモデルケースの資料をいただいてますが、このとおりに値上げになるというこ

とでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（米津功司君） 資料で渡してる部分で変更、間違いありません。 

よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） 他にございませんか。それでは、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

５番野口議員。反対討論をお願いいたします。 

○５番（野口洋郎君） はい。反対立場で討論をさせていただきます。 

一般質問でも述べましたように今、物価が非常に上昇していて、生活が苦しくなる

一方の中で、所得の低い世帯に対しても、子どもの多い世帯に対しても健康保険税が

上がるというのは住民の理解を得られないのではないかというふうに考えます。 

よって、この議案に対しては反対の立場で、以上です。 

○議長（小原 仁君） 賛成の討論ございませんか。特にありませんか。はいそれで

はないようですので、討論を終結いたします。 

これより議案第 19 号を挙手により採決したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） それでは賛成の諸君の挙手をお願いいたします。 

（賛成者９人挙手） 

○議長（小原 仁君） 挙手多数と認めます。 

したがって、議案第 19 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ

いては、賛成多数により原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第２０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 29 議案第 20 号 枝幸町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。失礼いたしました枝幸町国民健康保険

条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案の 27 ページをお開きください。 

議案第 20 号 枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 
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枝幸町長 

提案理由の説明を申し上げます。本年２月１日に健康保険法施行令等の一部改正す

る政令が公布され、令和５年４月１日より出産育児一時金等の支給額が見直されたこ

とから、法令改正に合わせ、町条例も一部改正するものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料でご説明させていただき

ます。 

資料 34 ページをお開きください。出産育児一時金、第５条におきましては、現行

の 40 万 8,000 円を改正以降は 48 万 8,000 円に改め、出産育児一時金を８万円増額

するものでございます。 

この改正により、被保険者へ支給する出産育児一時金と産科医療補償制度における

掛け金を合わせた総額が 50 万円となるものでございます。 

附則でございますが、施行期日、第１項、この条例は令和５年４月１日から施行す

る。 

経過措置、第２項、施行日前に出産した被保険者に係る枝幸町国民健康保険条例第

５条の規定による出産育児一時金の額については、なお従前の例によるとしてござい

ます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 20 号の提案理由及び内容の説明とさせ

ていただきます。 

よろしくご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ございますか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 20 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 20 号 枝幸町国民健康保険条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 議案第２１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 30 議案第 21 号 枝幸町育英資金貸付条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

教育次長。 

（教育委員会事務局教育次長遠藤孝幸君 登壇） 

○教育委員会事務局教育次長（遠藤孝幸君） 議案書 28 ページをお開き願います。 
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議案第 21 号 枝幸町育英資金貸付条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町育英資金貸付条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

提案内容についてご説明申し上げます。はじめに、現在の枝幸町育英資金貸付制度

の内容ですが、経済的事由により大学などの修学が困難な学生などを対象に貸し付け

を行うもので、制度内容は、貸付金額が大学などで月額４万円以内、枝幸高校で月額

２万円以内、貸付人数については、年間 10 名以内、償還期限は、償還期間は、貸付

期間終了日から１年据え置き、その後 10 年以内に償還することとなっております。 

このたびの改正内容は、近年、育英資金の貸付人数の減少が続いていることから、

中学校及び高校生の保護者を対象にアンケートを実施し、その中で貸付金額が少ない

とのご意見がありましたので、より借りやすい制度とするため、大学生の貸付金額を

４万円から５万円に、枝幸高校生では２万円から３万円に増額を行い、今回、制度の

変更に必要な条例について改正を行うものです。 

なお、他にも申請手続きの手間を少なくするため、書類の簡素化や保証人の人数を

２名から１名にするなど、見直しを行うこととしており、今後規則において改正する

予定となっております。 

それでは、改正内容について議案関係参考資料 35 ページでご説明いたします。現

行のアンダーライン部分、第３条第１項第１号の４万円を改正では５万円に、現行の

第２号の２万円を改正では３万円に改めます。 

附則ですが、第１項、この条例は令和５年４月１日から施行する。第２項、この条

例の施行日の日の前日までに貸し付け、または貸し付け決定した額等の取り扱いにつ

いては、なお従前の例によるであります。 

以上大変雑駁でありますが、議案第 21 号の内容説明といたします。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 21 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 21 号 枝幸町育英資金貸付条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３１ 議案第２２号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 31 議案第 22 号 令和４年度枝幸町一般会計補正予

算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○議長（小原 仁君） 議案書 29 ページでございます。 

議案第 22 号 令和４年度枝幸町一般会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町一般会計補正予算第６号は別紙に定めるところによる。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊、令和４年度一般会計補正予算書第６号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2 億 1,638

万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 129 億 897 万 6,000 円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。繰越明許費の補正、第２

条、繰越明許費の追加は、第２表繰越明許費補正による。地方債の補正、第３条、地

方債の追加及び変更は、第３表、地方債補正による。 

５ページをお開き願います。第２表、繰越明許費補正は９件ございます。 

１件目は、２款総務費１項総務管理費、事業名が地域総合整備資金貸付事業、金額

9,500 万円。２点目は、６款農林水産業費１項農業費、事業名が道営草地整備事業、

公共牧場整備事業、金額 5,400 万円。３件目は、同じく６款農林水産業費１項農業費、

事業名が、公社営草地畜産基盤整備事業、金額 3,382 万 1,000 円。４件目は、６款

農林水産業費２項林業費、事業名が、森林環境譲与税活用事業、金額 2,000 万円。５

件目は、同じく６款農林水産業費２項林業費、事業名が木材加工施設整備事業、金額

１億 2,684 万 9,000 円。６件目は、６款農林水産業費３項、水産業費、事業名が漁

船上下架施設整備事業、金額 1,244 万円。７件目は、８款土木費３項、港湾費、事業

名が枝幸改修事業直轄、金額 525 万円。８件目は、８款土木費４項、都市計画費、事

業名が下水道事業会計出資及び運営経費、金額 3,530 万円。９件目は、８款土木費５

項住宅費、事業名が、公営住宅整備事業、金額１億 4,500 万円でございます。 

続いて、６ページ、第３表、地方債補正でございます。 

まず、追加が１件ございます。起債の目的は防災減災国土強靭化緊急対策事業で、

限度額は 520 万円とするもので、枝幸港改修事業直轄明許繰越に伴うものでございま

す。起債の方法は証書借入、利率は 3.5%以内、償還の方法は、政府資金については、

その融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協議するものによる。た

だし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、又は、繰上償還もしくは

低利に借換えすることができるとの内容でございます。 

続いて、変更が３件ございます。変更内容は全て限度額のみで、起債の方法、利率、

償還の方法については変更はございません。 

１件目は、公共事業等債で、補正前限度額 930 万円を補正後限度額 810 万円に減

額。２件目は、辺地対策事業で、補正前限度額 6,680 万円を補正後限度額 6,000 万

円に減額。３件目は過疎対策事業で、補正前限度額 14 億 200 万円を補正後限度額 14
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億 2,160 万円に増額するもので、これら３件の変更は、事業の精査及び国、道の予算

において繰越措置するなどに伴うものでございます。 

 今回の補正予算につきましては、歳入では、町税の増額及び明許繰越事業の財源と

して、国、道支出金や町債の増額のほか、普通交付税の再算定による増額などを計上

しております。 

歳出では、各事務事業の精査による不用額等の精査を行うとともに、国、道におい

て繰越措置する事業や国際情勢による半導体など資材の納期遅延による繰越措置をす

るため、明許繰越事業９件の追加、特別会計、企業会計に対する繰出金について計上

しております。 

それでは、事項別明細書により、補正額をもってご説明申し上げます。 

12 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款町税は、2,814 万 1,000 円の増額。内訳は１項町民税が 1,504 万 5000 円、

２項固定資産税が 141 万 9,000 円、３項軽自動車税が 74 万 8,000 円、４項町たば

こ税が 1,100 万円、５項鉱産税が２万 4,000 円のそれぞれ増額。７項都市計画税が

9 万 5,000 円の減額でございます。 

２款地方譲与税は、1,607 万 6,000 円の増額。内訳は、１項地方揮発油譲与税が

500 万円、２項自動車重量譲与税が 1,500 万円のそれぞれ増額。３項森林環境譲与税

が 392 万 4,000 円の減額。 

６款１項法人事業税交付金は、500 万円の増額。 

10 款１項環境性能割交付金は、500 万円の増額。 

12 款１項地方交付税は、普通交付税の再算定により 5,731 万 1,000 円の増額。 

14 款分担金及び負担金は、2,159 万 3,000 円の増額。内訳は、１項分担金が４万

8,000 円の減額、14 ページ、２項負担金が 2,164 万 1,000 円の増額で、農業費負担

金でございます。 

15 款使用料及び手数料、１項使用料は、231 万円減額で保育所使用料などの精査で

ございます。 

16 款国庫支出金は、5,169 万 7000 円の増額。内訳は、１項国庫負担金が 634 万

9,000 円の減額で総務管理費負担金などの精算、２項国庫補助金が 5,804 万 6,000

円の増額で、主な内訳は、住宅費補助金の増額などでございます。 

17 款道出金は、1,151 万 9,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 21 万 8,000

円の増額で社会福祉費負担金などの精査、16 ページ、２項道補助金が 1,176 万

9,000 円の減額で、主な内訳は、農業費補助金及び林業費補助金などの精査、３項委

託金が３万 2,000 円の増額で農業費委託金の精査でございます。 

18 款財産収入は、320 万 2,000 円の増額。内訳は、１項財産運用収入が 7,000 円

の増額、２項財産売払収入が 319 万 5,000 円の増額で、不動産売払収入。 

19 款１項寄附金は、1 億 1,130 万円の増額で、指定寄附金及び一般寄附金。 

20 款１項繰入金は、8,952 万 5,000 円の減額で、主な内訳は、財政調整基金繰入

金などの減額でございます。 

22 款諸収入は、361 万 4,000 円の増額、内訳は３項貸付金元利収入が 200 万円の

増額で、衛生費貸付金元利収入、18 ページ、５項雑入が 161 万 4,000 円の増額でご

ざいます。 

23 款１項町債は、1,680 万円の増額で、事業の確定並びに精査などによるもので 
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ございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 126 億 9,259 万 6,000 円に対し、２億

1,638 万円を増額し、129 億 897 万 6,000 円とするものでございます。 

歳入は以上です。 

続いて、22 ページをお開きください。歳出でございます。 

２款総務費は、7,993 万 9,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が 8,006 万

7,000 円の増額で、主なものは、23 ページ下、一般行政事務経費 112 万 9,000 円の

減額、25 ページ下、地域総合整備資金貸付事業 9,500 万円の減額、27 ページ上、同

事業を明許繰越として同額の 9,500 万円を追加、一番下、基金管理費 9,608 万

3,000 円の増額、29 ページ上、予防接種経費 563 万円の減額、一つおきまして、住

民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業 586 万 5,000 円の減額、31 ページ上、酪

農緊急対策支援事業 126 万 6,000 円の減額でございます。 

30 ページに戻りまして、２項徴税費が 4 万 6,000 円の減額で税務事務経費など、

４項選挙費が 8 万 2,000 円の減額で、選挙管理委員会委員経費などでございます。 

32 ページになります。３款民生費は、223 万 2,000 円の増額。内訳は、１項社会

福祉費が 709 万 5,000 円の増額で、主なものは、33 ページ上、国民健康保険事業特

別会計繰出金 398 万 5,000 円、一つおいて、障害者給付費等支給事業 122 万 2,000

円のそれぞれ増額でございます。 

34 ページ、２項児童福祉費が 486 万 3,000 円の減額で、主なものは、35 ページ上、

児童手当支給事業 336 万 5,000 円、中ほど、障害児通所給付費等支給事業 150 万

3,000 円のそれぞれ減額でございます。 

38 ページになります。４款衛生費は、7,772 万 3,000 円の増額。内訳は、１項保

健衛生費が 8,689 万 3,000 円の増額で、主なものは、39 ページ上、簡易水道事業特

別会計繰出金 411 万 7,000 円、その下、国民健康保険病院事業会計出資及び運営経

費 8,385 万 3,000 円のそれぞれ増額、一つ置いて、検診事業経費 110 万 6,000 円の

減額でございます。 

40 ページ、２項清掃費が 917 万円の減額で、主なものは、41 ページ三つ目、南宗

谷衛生施設組合負担金 416 万 7,000 円の減額、43 ページ、塵芥処理対策経費 401 万

9,000 円の減額でございます。 

44 ページになります。６款農林水産業費は、1,406 万 4,000 円の減額。内訳は、

１項農業費が 445 万 3,000 円の増額で、主なものは、45 ページ中ほど、農業次世代

人材投資事業 519 万円の減額、下から二つ目、道営草地整備事業、公共牧場整備事業

2,150 万 3,000 円を減額し、その下、事業を明許繰越として 5,400 万円の追加、47

ページ上になります。公社営草地畜産基盤整備事業 5,535 万 3,000 円を減額し、そ

の下、同事業を明許繰越として 3,382 万 1,000 円の追加でございます。 

46 ページに戻りまして、２項林業費が 1,863 万 9,000 円の減額で、主なものは、

47 ページ中ほど、有害鳥獣駆除経費 129 万 1,000 円の増額、その下、森林環境譲与

税活用事業 2,335 万 1,000 円を減額し、49 ページ上、同事業の林業機械等導入支援

事業補助金を明許繰越として 2,000 万円の追加、その下、木材加工施設整備事業１億

2,685 万円を減額し、その下の同事業を明許繰越として 1 億 2,684 万 9,000 円の追

加、一つおきまして、林業整備事業 125 万 7,000 円、その下、作業道整備事業 885
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万 2,000 円、その下、森林環境保全整備事業 637 万 6,000 円をそれぞれ減額でござ

います。 

48 ページに戻りまして、３項水産業費が 12 万 2,000 円の増額で、49 ページ下、

漁船上下架施設整備事業 1,244 万円を減額し、51 ページ上、同事業を明許繰越とし

て同額の 1,244 万円を追加でございます。 

52 ページになります。７款１項商工費は、2,633 万 6,000 円の減額で、主なもの

は 53 ページ二つ目、中小企業等事業再構築促進事業 3,000 万円の減額、その下、中

小企業等雇用促進住宅建設支援事業 500 万円の追加、その下、観光協会助成事業 192

万 1,000 円の減額、その下、保養施設管理経費 600 万円の増額、その下、南宗谷ゴ

ルフ場管理経費 600 万円の減額でございます。 

54 ページです。８款土木費は、１億 135 万 8,000 円の増額。内訳は、１項道路橋

梁費が 2,381 万 6,000 円の減額で、主なものは 55 ページ中ほど、雪寒建設機械整備

事業 1,414 万円、その下、道路整備事業補助 883 万 5,000 円のそれぞれ減額でござ

います。 

56 ページ、２項河川費が 7,000 円の減額で河川管理経費。 

３項港湾費は 502 万円の増額で、主なものは 57 ページ中ほど、枝幸改修事業直轄

明許繰越 525 万円の追加でございます。 

56 ページに戻りまして、４項都市計画費が 2,034 万 3,000 円の減額で、主なもの

は 57 ページ中ほど、下水道事業出資及び運営経費 5,498 万 4,000 円を減額し、59

ページ上、同事業の公共下水道事業出資金などを明許繰越として 3,530 万円の追加で

ございます。 

58 ページに戻りまして、５項住宅費が１億 4,050 万 4,000 円の増額で、主なもの

は、59 ページ下から二つ目、公営住宅整備事業 449 万 6,000 円を減額、その下、公

営住宅整備事業明許繰越 1 億 4,500 万円の追加でございます。 

60 ページになります。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精算により 55

万円の増額で、内訳は、61 ページに記載のとおりでございます。 

62 ページ、10 款教育費は、502 万 2,000 円の減額。内訳は、１項教育総務費が

117 万 9,000 円の減額で、主なものは教育振興事務経費ほかでございます。 

２項小学校費が 126 万 8,000 円の減額で、主なものは小学校就学援助事業ほかで

ございます。 

64 ページ、３項中学校費が 99 万 6,000 円の減額で、主なものは中学校管理経費ほ

かでございます。 

66 ページ、４項社会教育費が 2 万 1,000 円の減額で、主なものは社会教育委員経

費ほか、 

５項保健体育費が 155 万 8,000 円の減額で、主なものは社会体育振興事業ほかで

ございます。 

70 ページになります。13 款１項職員費は、補正額はなく、財源振替えを行ってお

ります。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 126 億 9,259 万 6,000 円に対し、２億

1,638 万円を増額し、129 億 897 万 6,000 円とするものです。 

73 ページ以降の予算説明書につきましては説明を省略させていただきます。 

以上、令和４年度枝幸町一般会計補正予算第６号の内容説明とさせていただきます。 
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なお、予算付属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。 

また、２月末現在の令和４年度建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させて

いただきますので、あわせてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。特にありませんか。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。何点か教えていただきたいんですが。 

45 ページ上から三つ目、就農者誘致特別奨励事業、これ 40 万円減額してますが、

この要因というのを教えていただきたい。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（遠藤正勝君）  こちらにつきましては、町の単独の新規就農者に対する

５年間の奨励事業になります。 

当初予定ではですね、対象者５人って予定をしておりまして、１年、２年目は 150

万ずつということで、３年目以降は乳量に応じてということで積算していたんですけ

れど、１名が計画していた乳量まではいかなかったもので、この 40 万円の減額とい

うことになりました。 

以上でございます。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。 

続いてですね、その下、農業次世代人材投資事業、これが 519 万減額されているこ

の要因についても説明をお願いします。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（遠藤正勝君） ただいまのご質問についてお答えします。 

農業次世代人材投資資金経営開始型につきましては、予定ではですね、あの当初計

画では６名に交付予定としておりました。 

この資金につきましては、条件、国の方の条件がありまして、前年度所得で交付の

割り当てがありまして、350 万円以上あった場合には、交付が打ち切られるというこ

とになっております。そのことでですね、実績としてですね６名から４名に減額、人

数が減となったことで 375 万円の減額となっております。 

その下、経営発展支援事業補助金につきましては、こちらにつきましてはですね、

新規就農者の１年目の方に対して、あの新規就農してから経営を発展するための機械

等の導入の事業補助金となっております。こちらに対しては、実績で 144 万円減額と

なっております。以上でございます。 

○６番（小林正浩君） わかりました。 

続いてもう一点、55 ページ中ほどですね、雪寒建設機械整備事業 4,000 万の予算

だったのが、これが 1,414 万減額されている、この理由についても教えていただけれ

ば。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

雪寒機械整備事業の 1,414 万円の減額につきましては、入札の執行減となります。 

以上でございます。 
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○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 確認します。4000 万円予定した機械が、1,414 万減で枝幸

町に納入されたっていう、そういう理解でよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君） という理解でよろしいかと思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  これだけ差額が出るっていうのは何か要因があったんでしょ

うね。 

○議長（小原 仁君） 建設課長。 

○建設課長（平谷昌仁君）  要因というのは、と言ってもですね、一般競争入札とい

うことでなりますので、ちょっと我々の方ではですね、ちょっと特別な要因というの

はわからないんですけれども。 

今回の建設機械につきましては、除雪ドーザーといいまして、よく使われてる機械

でございます。こういう機械はですね、稀にあの安く落札することが多々ありますの

で、そういうことが要因の一つかというふうに思われます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君）  他にございませんか。ありませんか。ないようでございます

のでこれで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 22 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 22 号 令和４年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎日程第３２ 議案第２３号 

○議長（小原 仁君） 日程第 32 議案第 23 号 令和４年度枝幸町国民健康保険事

業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事米津功司君 登壇） 

○保健福祉課参事（米津功司君） 議案書の 30 ページをお開きください。 

議案第 23 号 令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号は別紙に定めるところ

による。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 
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別冊、令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の１ページをお開き

願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 2,483 万

1,000 円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 13 億 6,707 万 3,000 円

とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正につきましては、歳出では保険給付費の歳出見込みによる減額など各事

務事業の精査。歳入では、歳出の増減に伴う道支出金の減額及び一般会計繰入金の減

額でございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま

す。 

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

２款道支出金、１項道補助金は、2,881 万 6,000 円の減額で、歳出の保険給付費

の減額に伴う普通交付金の減額及び直営診療施設繰出金の増額に伴う特別交付金の増

額。 

４款１項繰入金は、398 万 5,000 円の増額で、一般会計繰入金の保険基盤安定繰入

金、出産育児一時金繰入金などの増額及び職員給与費等の繰入金の減額でございます。 

以上の歳入合計は、補正前の額 13 億 9,190 万 4,000 円に対し、2,483 万 1,000

円を減額し、計 13 億 6,7007 万 3,000 円とするものでございます。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

１款総務費、１項総務管理費は、32 万の減額で、国民健康保険運営協議会経費及

び医療費適正化対策事業などの精査。 

２款１項保険給付費が、2,917 万 2,000 円の減額で、これまでの実績及び今後の

見込みにより療養給付経費の減額と出産育児一時金経費の増額。 

６款１項基金積立金が、430 万 5,000 円の増額で、国民健康保険事業基金積立金。 

７款諸支出金、２項繰出金が、35 万 6,000 円の増額で、医師確保事業分にかかる

国保病院への繰出金でございます。 

以上、歳入歳出合計は、補正前の額 13 億 9,190 万 4,000 円に対し、2,483 万

1,000 円を減額し、計 13 億 6,707 万 3,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降は予算説明書でございますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上、令和４年度国民健康保険事業特別会計補正予算書第３号の説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 
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これより議案第 23 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 23 号 令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計補正予算

については原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３３ 議案第２４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 33 議案第 24 号 令和４年度枝幸町介護保険事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

（保健福祉課長有賀博輝君 登壇） 

○保健福祉課長（有賀博輝君） 議案書の 31 ページでございます。 

議案第 24 号 令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算第２号は別紙に定めるところによ

る。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

それでは、別冊の令和４年度介護保険事業特別会計補正予算書第２号の１ページを

お開きください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 36 万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 8 億 904 万 5,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

今回の補正の主なものでございますが、歳出の介護予防ケアマネジメント事業にお

いて、計画を立てる件数が増加したことに伴うものと認知症地域支援推進員の人件費

の増により財源である介護保険料、国庫支出金、道支出金など歳入歳出ともに増額す

るものでございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げま

す。事項別明細書の 10 ページをお開き願います。 

１款介護保険料は、６万 8,000 円を増額するもので、内訳は現年度分の増額でござ

います。 

２款国庫支出金、２項国庫補助金は、８万 1,000 円を増額するもので、内訳は、調

整交付金が１万円の増額、地域支援事業交付金が介護予防日常生活支援総合事業と社

会保障分の合計で７万 1,000 円の増額でございます。 

３款道支出金、２項道補助金は、３万 9,000 円を増額するもので、内訳は、地域支

援事業交付金の介護予防日常生活支援総合事業と社会保障分の増額でございます。 

４款１項支払基金交付金は、５万 4,000 円を増額するもので、内訳は、地域支援事

業交付金でございます。 

６款１項繰入金は、11 万 8,000 円を増額するもので、地域支援事業繰入金の介護 
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予防日常生活支援総合事業と社会保障分の合計で３万 9,000 円、事務費繰入金７万

9,000 円の増額でございます。 

下段の歳入合計では、補正前の額８億 868 万 5000 円、補正額 36 万円の増額、計

８億 904 万 5,000 円とするものでございます。 

次に歳出でございますが、14 ページをお開きください。 

３款１項地域支援事業費は、36 万円を増額するもので、内訳は、15 ページ、介護

予防ケアマネジメント事業 19 万 8,000 円と審査支払手数料経費 3,000 円の増額は、

訪問看護等の利用者の増加により、利用するために必要なケアマネジメントの計画を

立てる件数の増加等によりまして増額するものでございます。 

その下、地域包括支援事業、認知症総合支援事業につきましては、保健師が担って

いる認知症地域支援推進員の人件費の増により増額するものでございます 

下段の歳出合計では、補正前の額８億 868 万 5,000 円、補正額 36 万円の増額、計

８億 904 万 5,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上で介護保険事業特別会計補正予算書第２号の説明に代えさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして本案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 24 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 24 号 令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３４ 議案第２５号 

○議長（小原 仁君） 日程第 34 議案第 25 号 令和４年度枝幸町臨港用地造成事

業特別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水産商工課長。 

（水産商工課長桔梗智明君 登壇） 

○水産商工課長（桔梗智明君） 議案書 32 ページをお開きください。 

議案第 25 号 令和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算第１号は別紙に定めるところ

による。 
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令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊の補正予算書により提案内容の説明をさせていただきます。１ページをお開き

ください。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 285 万

9,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 592 万 2,000 円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

この補正につきましては歳入では、不動産売払収入及び前年度繰越金の増額、歳出

では、一般会計繰出金の増額が主な内容でございます。 

補正の内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明いたします。

10 ページをお開きください。歳入でございます。 

１款財産収入は、補正額 260 万 7,000 円の増額で、内訳としましては、１項財産

運用収入は 25 万 7,000 円の減額で、土地貸付収入の精査。２項財産売払収入は、

286 万 4,000 円の増額で土地売払収入でございます。 

２款１項繰越金は、補正額 25 万 2,000 円の増額で、前年度繰越金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 306 万 3,000 円に対しまして、補正額 285 万

9,000 円を追加し、592 万 2,000 円とするものでございます。 

続いて 14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款１項用地造成費は、補正額 285 万 9,000 円の増額で、一般会計繰出金の増額

でございます。 

以上歳出合計は、補正前の額 306 万 3,000 円に対しまして、補正額 285 万 9,000

円を追加し、592 万 2,000 円とするものでございます。 

以上大変雑駁ではございますが、議案第 25 号の提案内容の説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上で本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありますか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 25 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 25 号 令和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計補正予算

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３５ 議案第２６号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 35 議案第 26 号 令和４年度枝幸町簡易水道事業特

別会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書の 33 ページでございます。 

議案第 26 号 令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算第４号は別紙に定めるところによ

る。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊、令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算書第４号の１ページをお開き願い

ます。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 896 万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 2 億 3,410 万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、第２表、地方債補正による。 

４ページをお開きください。第２表、地方債補正でございます。１件の限度額の変

更でございます。起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更はございません。

起債の目的は、公営企業会計適用債で補正前限度額 1,400 万円を補正後限度額 430

万円とするものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳入では、水道使用料及び簡易水道事業債の精査。

歳出では、事務事業の精査を行うものでございます。 

補正内容につきましては、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。

10 ページをお開き願います。歳入でございます。 

１款使用料及び手数料１項使用料 337 万 7,000 円の減額で、水道使用料の精査に

よる減額でございます。 

２款１項繰入金 411 万 7,000 円の増額で、事務事業精査に伴う一般会計繰入金の

増額でございます。 

５款１項町債 970 万円の減額で、簡易水道事業公営企業法適用化事業の精査による

減額でございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 2 億 4,306 万円に対し、896 万円を減額し、

2 億 3,410 万円とするものでございます。 

歳入は以上でございます。 

次に 14 ページをお開きください。歳出でございます。 

１款水道総務費１項総務管理費が 896 万円の減額で、内訳は 15 ページ、一般管理

経費が 865 万 5,000 円の減額、その下、簡易水道施設管理経費が 30 万 5,000 円の

減額で、ともに事務事業の精算による減額でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 2 億 4,306 万円に対し、896 万円を減額し、

2 億 3,410 万円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては資料として添付してございますので、 
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説明は省略させていただきます 

以上、令和４年度簡易水道事業特別会計補正予算書第４号の内容説明とさせていた

だきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして本案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 26 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 26 号 令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

このままいくと多分５時過ぎると思うんですよね。それで日程終了するまで延会し

たいと思いますけども、よろしいでしょうか。異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）  はい、わかりました。それでは日程終了まで延会といたしま

す。 

 

◎日程第３６ 議案第２７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 36 議案第 27 号 令和４年度枝幸町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 34 ページでございます。 

議案第 27 号 令和４年度枝幸町水道事業会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町水道事業会計補正予算第３号は別紙に定めるところによる。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊、令和４年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き願いま

す。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では水道使用料の精査、収益的支出で

は事務費等の精査及び施設維持補修費の追加を、資本的支出では公用車購入の精査を

行うものでございます。 

総則、第１条、令和４年度枝幸町水道事業会計の補正予算第３号は、次に定めると 
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ころによる。 

業務の予定量、第２条、令和４年度枝幸町水道事業会計予算第２条に定めた業務の

予定量を次のとおり補正する。 

補正内容につきましては、補正予定量をもってご説明申し上げます。第２号、年間

総給水量３万 4,000 立方メートルの減で 71 万 1,000 立方メートル、第３号、１日平

均給水量 94 立方メートルの減で 1,947 立方メートルとするものでございます。 

収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を

次のとおり補正する。 

収入、第１款水道事業収益、既決予定額１億 7,360 万 1,000 円に対し、第１項営

業収益で 465 万 7,000 円を減額し、１億 6,894 万 4,000 円とし、支出、第１款水道

事業費用、既決予定額１億 6,179 万 5,000 円に対し、第１項営業費用で 408 万

9,000 円を減額。第２項、営業外費用で 86 万円を増額し、１億 5,856 万 6,000 円と

するものでございます。 

資本的支出、第４条、予算第４条本文括弧書き中、不足する額 7,565 万 2,000 円

は、損益勘定留保資金 7,565 万 2,000 円で補填を、不足する額 7,555 万 9,000 円は、

損益勘定留保資金 7,555 万 9,000 円で補填に改め、資本的支出の予定額を次のとお

り補正する。支出、第１款、資本的支出、既決予定額 7,565 万 3,000 円に対し、第

１項建設改良費で９万 3,000 円を減額し、7,556 万円とするものでございます。 

次に３ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては、補正額をもってご説明申し上げます。はじめに、収益

的収入で１款水道事業収益、１項営業収益が 465 万 7,000 円の減額で、給水収益の

水道使用料の精査でございます。 

収益的収入は以上でございます。 

次に４ページ、資本的支出で１款水道事業費用、１項営業費用が 408 万 9,000 円

の減額で、主なものは３目総係費が 463 万円の減額で、公営企業会計システム導入業

務委託等の事務費等精査。 

５ページに参りまして、中ほど、２項営業外費用が 86 万円の増額で、消費税及び

地方消費税の精査でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

次に７ページをお開きください。資本的支出で１款資本的支出、１項建設改良費が

９万 3,000 円の減額で、車両運搬具購入費の精査でございます。 

資本的支出は以上でございます。 

８ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

以上で令和４年度枝幸町水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせていただ

きます。 

よろしくご審議の上ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 27 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 27 号 令和４年度枝幸町水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３７ 議案第２８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 37 議案第 28 号 令和４年度枝幸町下水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 35 ページでございます。 

議案第 28 号 令和４年度枝幸町下水道事業会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町下水道事業会計補正予算第３号は別紙に定めるところによる。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊、令和４年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の１ページをお開き願い

ます。 

今回の補正予算につきましては、収益的収入では、使用料及び一般会計繰入金等の

精査。収益的支出では事務費等の精査。また、資本的収入では各事務事業精査に伴う

企業債、国庫補助金、他会計出資金等の精査。資本的支出では、建設改良事業におけ

る工事請負費等の精査を行うものでございます。 

総則、第１条、令和４年度枝幸町下水道事業会計の補正予算書第３号は、次に定め

るところによる。 

業務の予定量、第２条、令和４年度枝幸町下水道事業会計予算第２条に定めた業務

の予定量を次のとおり補正する。補正内容につきましては、補正予定量をもってご説

明申し上げます。 

公共下水道事業、第１号、処理件数 25 件の増で 2,205 件に、第２号、年間総処理

量 1 万 3,000 立方メートルの減で 45 万 2,000 立方メートルに、第３号、１日平均処

理量 36 立方メートルの減で 1,238 立方メートルに、第４号、主要な建設改良事業、

枝幸下水終末処理場機器更新実施設計業務委託料で 90 万円を減額し、990 万円に、

枝幸下水終末処理場機器更新機械電気設備工事で 744 万 5,000 円を減額し、１億

4,355 万 5,000 円とするものでございます。 

特定環境保全公共下水道事業、第１号、処理件数 12 件の減で 608 件に、第２号、

年間総処理量 1 万 8,000 立方メートルの減で 12 万立方メートルに、第３号、１日平

均処理量 49 立方メートルの減で 329 立方メートルに、第４号、主要な建設改良事業、
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歌登下水終末処理場機器更新機械電気設備工事で 4,982 万円を減額し、2,618 万円

とするものでございます。 

漁業集落排水施設事業、第１号、処理件数１件の増で 251 件に、第２号、年間総処

理量 1,000 立方メートルの減で５万立方メートルに、第３号、１日平均処理量３立方

メートルの減で 137 立方メートルに、第４号、主要な建設改良事業、岡島下水終末処

理場外機器更新機械電気設備工事で 206 万円を減額し、3,894 万円とするものでござ

います。 

個別排水処理施設事業、第１号、処理件数 4 件の増で 234 件に、第４号、主要な建

設改良事業、個別排水処理施設設置工事で 824 万 2,000 円を減額し、475 万 8,000

円とするものでございます。 

２ページ第３条、及び３ページ第４条につきましては、款の補正予定額をもって説

明させてさせていただき、項につきましては、７ページ以降の補正予算実施計画でご

説明させていただきます。 

２ページに参りまして、収益的収入及び支出、第３条、予算第３条に定めた収益的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

款の収入及び支出の補正予定額は同額で、第１款、公共下水道事業 508 万 4000 円

の減額。第２款、特定環境保全公共下水道事業５万 5000 円の減額。第３款、漁業集

落排水施設事業 117 万 1,000 円の減額。第４款、個別排水処理施設事業 155 万

1,000 円の減額。収益的収入及び支出の各合計は既決予定額５億 3,049 万 8,000 円

に対し、786 万 1,000 円を減額し、５億 2,263 万 7,000 円とするものでございます。 

３ページに参りまして、資本的収入及び支出、第４条、予算第４条本文括弧書き中、

不足する額１億 6,620 万 4,000 円は、損益勘定留保資金 1 億 6,620 万 4,000 円で補

填を、不足する額１億 6,251 万 7,000 円は、損益勘定留保資金１億 6,251 万 7,000

円で補填に改め、収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

資本的収入、第１款、公共下水道事業 1,144 万 9,000 円の減額。第２款、特定環

境保全公共下水道事業 4,998 万 7,000 円の減額。第３款、漁業集落排水施設事業

170 万円の減額。第４款個別排水処理施設事業 705 万 9000 円の減額。 

資本的収入の合計は、既決予定額３億 1,024 万 9,000 円に対し、7,019 万 5,000

円を減額し、２億 4,005 万 4,000 円とするものでございます。 

次に資本的支出、第１款、公共下水道事業 1,135 万 1,000 円の減額。第２款、特

定環境保全公共下水道事業 5,093 万 3,000 円の減額。第３款、漁業集落排水施設事

業 335 万 6,000 円の減額。第４款、個別排水処理施設事業 824 万 2,000 円の減額。 

資本的支出の合計は、既決予定額４億 7,645 万 3,000 円に対し、7,388 万 2,000

円を減額し、４億 257 万 1,000 円とするものでございます。 

４ページに参りまして、企業債、第５条、予算第６条に定めた企業債の限度額を次

のとおり改める。 

変更は３件でいずれも限度額の変更で、起債の方法、利率、償還の方法につきまし

ては変更ございません。 

１件目は歌登下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額 1,760 万円を 620 万

円に、２件目は漁業集落排水施設下水終末処理場機器更新事業で、補正前限度額

2,050 万円を 1,940 万円に、３件目は個別排水処理施設整備事業で、補正前限度額

750 万円を 270 万円とするものでございます。 
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続きまして７ページをお開きください。補正予算実施計画でございます。 

補正の内容につきましては補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収益的収入でございます。１款公共下水道事業収益では、１項営業収益が

129 万 5,000 円の減額。２項営業外収益が 378 万 9,000 円の減額。 

８ページ、２款特定環境保全公共下水道事業収益では、１項営業収益が 132 万

9,000 円の減額。２項営業外収益が 127 万 4,000 円の増額。 

９ページ、３款漁業集落排水施設事業収益では、１項営業収益が 13 万 9,000 円の

減額。２項営業外収益が 103 万 2,000 円の減額。 

10 ページ、４款個別排水処理施設事業収益では、１項営業収益が１万 6,000 円の

減額。２項営業外収益が 153 万 5,000 円の減額で、いずれも使用料、一般会計繰入

金及び長期前受金戻入の精査でございます。 

収益的収入は以上でございます。 

次に 11 ページに参りまして、収益的支出でございます。 

１款公共下水道事業費用では、１項営業費用が 508 万 4,000 円の減額。 

12 ページ、２款特定環境保全公共下水道事業費用では、１項営業費用が５万

5,000 円の減額。 

13 ページ、３款漁業集落排水施設事業費用では、１項営業費用が 117 万 1,000 円

の減額。 

14 ページ、４款個別排水処理施設事業費用では、１項営業費用が 155 万 1,000 円

の減額で、いずれも委託料等の事務費の精査でございます。 

収益的支出は以上でございます。 

次に 17 ページに参りまして、資本的収入でございます。 

１款公共下水道事業、資本的収入では、２項国庫補助金が 1,154 万 9,000 円の減

額。３項他会計出資金が 10 万円の増額。 

２款特定環境保全公共下水道事業、資本的収入では、１項企業債が 1,140 万円の減

額。２項国庫補助金が 2,708 万 7,000 円の減額。３項他会計出資金が 1,150 万円の

減額。 

18 ページ、３款漁業集落排水施設資本的収入では、１項企業債が 110 万円の減額。

２項他会計出資金が 70 万円の減額。３項負担金等が 10 万円の増額。 

４款個別排水処理施設、資本的収入では、１項企業債が 480 万円の減額。２項他会

計出資金が 250 万円の減額。３項負担金等が 24 万 1,000 円の増額で、いずれも事業

確定に伴う企業債、国庫補助金、他会計出資金及び受益者分担金の精査でございます。 

資本的収入は以上でございます。 

次に 19 ページに参りまして、資本的支出でございます。 

１款公共下水道事業資本的支出では、１項建設改良費が 1,135 万 1,000 円の減額。 

２款特定環境保全公共下水道事業資本的支出では、１項建設改良費が 5,093 万

3,000 円の減額。 

20 ページ、３款漁業集落排水施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 335 万

6,000 円の減額。 

４款個別排水処理施設事業資本的支出では、１項建設改良費が 824 万 2,000 円の

減額で、いずれも建設改良事業における委託料、工事請負費の精査でございます。 

資本的支出は以上でございます。 
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22 ページ以降は、予算説明書で資料として添付してございますので、説明は省略

させていただきます。 

以上で、令和４年度枝幸町下水道事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせてい

ただきます。 

よろしくご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして本案に対する提案理由の説明が終わりまし

た。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 28 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 28 号 令和４年度枝幸町下水道事業会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３８ 議案第２９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 38 議案第 29 号 令和４年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計補正予算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院局長。 

（病院事務局長柳 辰哉君 登壇） 

○病院事務局長（柳 辰哉君） 議案書の 36 ページでございます。 

議案第 29 号 令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算について。 

令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算第３号は別紙に定めるところ

による。 

令和５年３月８日提出 

枝幸町長 

別冊の補正予算書１ページをお開き願います。 

総則、第１条、令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計の補正予算第３号は、

次に定めるところによる。 

収益的収入及び支出、第２条、令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算第

３条に定めた、収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

以降、説明は款のみとし、項以降の詳細につきましては、補正予算実施計画で説明

させていただきます。 

収入、第１款病院事業収益及び支出、第１款、病院事業費用はともに議決予定額

19 億 6,316 万 2,000 円に対し、補正予定額 3,950 万 1,000 円を増額し、計 20 億 
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2,606 万 3,000 円とするものでございます。 

 資本的収入及び支出、第３条、予算第４条本文括弧書き中 9,377 万 8,000 円は、

損益勘定留保資金で補填を 9,872 万 9,000 円は損益勘定留保資金で補填に改め、資

本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入、第１款、病院資本的収入、既決予定額４億 3,614 万 5,000 円に対し、補正

予定額 1,134 万 9,000 円を減額し、計４億 2,479 万 6,000 円とするものでございま

す。 

支出、第１款、病院資本的支出、既決予定額５億 2,992 万 3,000 円に対し、補正

予定額 639 万 8,000 円を減額し、計５億 2,352 万 5,000 円とするものでございます。 

企業債、第４条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次のとおり改める。 

企業債は変更が３件で、限度額のみで、起債の方法、利率、償還の方法については、

変更はございません。１件目は病院大規模改修事業で、補正前限度額１億 5,310 万円

を補正後限度額１億 1,700 万円に、２件目は病院医療機械整備事業で、補正前限度額

4,510 万円を補正後限度額 1,900 万円に、３件目は医師住宅建設事業で、補正前限

度額 6,530 万円を補正後限度額 3,130 万円にそれぞれ改めるものでございます。 

議会の議決を得なければ流用することのできない経費、第５条、予算第７条に定め

た経費の金額を次のように改める。 

科目、第１号給与費、既決予定額 10 億 7,219 万 5,000 円に対し、補正予定額 229

万 5,000 円を増額し、計 10 億 7,449 万円とするものでございます。 

他会計からの補助金、第６条、予算第８条中、１億 6,559 万 4,000 円を１億

6,678 万 4,000 円に改めるものでございます。 

棚卸資産の購入限度額、第７条、予算第９条中、１億 3,200 万円を１億 5,642 万

円に改めるものでございます。 

今回の補正は、これまでの実績と今後の見込みを含め精査を行っております。 

次に５ページをお開きください。補正予算実施計画の収益的収入及び支出でござい

ます。以降、補正額をもってご説明申し上げます。 

はじめに収入でございます。 

１款病院事業収益は、3,950 万 1,000 円の増額でございます。 

１項医業収益では 3,925 万,9000 円の増額で、内訳は１目入院収益が 3,670 万

2,000 円の増。２目外来収益が 234 万円の増。これまでの実績と今後の患者動向を見

込んだものでございます。３目その他営業収益が 110 万 6,000 円の減で、医療相談

収益の各種検診料 500 万円の減が主なものでございます。 

６ページ、２項医業外収益は 24 万円の増、24 万 2,000 円の増額で、内訳はそれぞ

れこれまでの実績と今後の見込みを含めまして精査しておりますが、主なものは２目

他会計負担金が 351 万 1000 円の減。３目他会計補助金が 119 万円の増。６目長期前

受金戻入が 100 万 4,000 円の増です。 

７ページをお開きください。支出でございます。 

１款病院事業費用は、3,950 万 1,000 円の増額で、１項医業費用では 3,950 万

1000 円の増額です。主な内訳は、１目給与費が 229 万 5,000 円の増で、給料や手当

等の人件費の精算によるものでございます。８ページ、２目材料費が 3,032 万円の増

で、医療用医薬品や検査用試薬品などの増でございます。３目経費が 98 万 3,000 円

の増で、旅費から 10 ページの諸会費まで、それぞれこれまでの実績と今後の見込み
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を含め、これらも精査を行っております。５目資産減耗費が 620 万 3,000 円の増で、

期限切れ医薬品処理の棚卸資産減耗費 241 万 8,000 円と固定資産廃棄処分損 378 万

5,000 円でございます。 

13 ページ、資本的収入及び支出でございます。 

はじめに、資本的収入でございます。１款病院資本的収入は、1,134 万 9,000 円

の減額。２項繰入金は 8,485 万 1,000 円の増で、一般会計繰入金の増。３項企業債

は 9,620 万円の減で、過疎対策事業債の財源振替と病院事業債の精査によるものでご

ざいます。 

14 ページ、資本的支出でございます。 

１款病院資本的支出、２項建設改良費は、639 万 8,000 円の減額で、大規模改修工

事の予算額と入札額の差額の精査によるものでございます。 

16 ページ以降は予算説明書でございますが、説明は省略させていただきます。 

以上、病院事業会計補正予算書第３号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございますか。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

５ページの上の方なんですけど、入院収益が 3,670 万 2,000 円増えてますが、こ

の要因について。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

今回の入院収益につきましては、3,670 万 2,000 円として計上させていただいて

おります。 

この主な要因につきましては、コロナのクラスターにより高額な医薬品の投与です

とか、それと１日平均の入院患者数も当初は 61 人と見ておりましたが、１月までの

１日あたりの平均入院患者数は 63.5 人ということで、若干あの当初予算に比べて増

えているのが主な要因でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  今の説明ではコロナによるクラスターが発生したことが、収

入増に直接つながったというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

コロナのクラスターにつきましては、昨年の 10 月、それと今年になりまして、２

回のクラスターを経験しておりますが、その中で効果のある抗ウイルス剤の投与とい

うのがございまして、その分では収益にも影響が出たかと思いますけども、全体を見

ますとですね、やはりその入院患者の増とやはり患者の容態によりまして、それぞれ

治療しておりますので、実際入院患者数も増えておりますので、コロナだけではない

ですけども、相対的に増えているというのが現状でございます。 

以上です。 
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○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  コロナのクラスターが、今年になってからのクラスターにつ

いてなんですが、コロナ患者を町病が受け入れたっていう事実はあるんでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

今回もですね、行政報告の中でもいろいろ説明させていただきましたが、入院患者

さんからも発生しておりまして、受け入れております。 

その中で、やはり町内の介護施設で陽性者が多数発生しまして、その中で、やっぱ

り酸素飽和濃度が下がって、いわゆる軽症者から中等症以上という形になって、酸素

投与が必要になったということで多数の患者さんがおりましたので、行政依頼であれ

ば、本来は保健所の方で入院調整するんですが、それらの入院患者さん大量に発生し

て、患者さんが、陽性者が確認できましたので、必然的に枝幸の病院で受けざるを得

なかったというのが現状でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君）  同僚議員の先ほどの一般質問の中で、答弁でゼロコロナ対応

ということで、持ち込まない、持ち込ませないっていうことだったんですが、やっぱ

りドクターの判断によってはそういう対応もあるというふうに考えて、今後そういう

対応があるというふうに考えてよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（柳 辰哉君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

当初はですね、１人、２人くらいの時にはですね、実際には病院間同士で入院調整

をしておりましたが、いわゆるスクリーニング検査で患者さんをずっと検査し直すと、

やはり４人、５人って発生してしまいますと、やはりその依頼をかけるにしても、そ

れだけの人数を救急車で運ぶですとか、それらの患者の移送が困難いうことで判断し

まして、感染症対策のある病院ではありませんが、ゾーニングをしまして入院患者の

陽性者の受け入れをしたっていうのが事実でございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君）  他にございますか。ありませんか。はい、質問がないようで

ございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより議案第 29 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については原案のとおり決定することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって議案第 29 号 令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会計補正予算に

ついては原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３９ 議案第３０号～日程第４８ 議案第３９号 
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○議長（小原 仁君） 日程第 39 議案第 30 号 令和５年度枝幸町一般会計予算に

ついてから日程第 48 議案第 39 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予

算についての各会計予算の 10 件を一括議題にしたいと思いま思います。 

一括議題にすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 30 号から議案第 39 号までの各会計当初予算 10 件を一括議題

とすることに決定いたしました。 

お諮りいたします。ただいまの議案第 30 号 令和５年度枝幸町一般会計予算につ

いてから議案第 39 号 令和５年度枝幸町国民健康保険病院事業会計予算についての

各会計当初予算 10 件は、議会運営委員会で協議された結果、議長を除く 11 名の委員

で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して本定例会の会期内で審査す

ることにしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）  異議なしと認めます。本件については、11 名の委員で構成

する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して本定例会の会期内で審査すること

に決定いたしました。 

次に、ただいま設置いたしました予算審査特別委員会の委員の選任についてお諮り

いたします。 

予算審査特別委員会の委員の選任については、議長を除いた議員全員でありますの

で、委員の指名は省略をいたします。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

予算審査特別委員会の委員は、議長を除いた議員全員を選任することに決定いたし

ました。 

続いて、予算審査特別委員会の正副委員長についてお諮りいたします。議会運営委

員会の協議を踏まえまして、議長より指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。それでは指名いたします。 

予算審査特別委員会委員長に６番小林正浩議員、副委員長には７番石川 勝議員の

両名を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

予算審査特別委員会の委員長に小林議員、副委員長には石川議員に決定いたしまし

た。 

それではこのまま着席のまま暫時休憩といたします。 

休憩 午後 ５時２７分 

再開 午後 ５時３２分 

○議長（小原 仁君） それでは休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 ただいま配付いたしましたとおり予算審査特別委員会委員長より、予算審査特別委 
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員会は明日午前 10 時から開催する旨の申し出がありましたので、よろしくお願いし

たいと思います。 

お諮りいたします。予算審査特別委員会開催のため、その期間、本会議を休会した

いと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君）  異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会開催の

期間中を休会とすることに決定いたしました。 

予算審査特別委員会をＥＯＳ放送を行いますので、ご承知おきください。なお、予

算審査特別委員会が終了次第、本会議を再開いたします。 

 

◎散会宣言 

○議長（小原 仁君）  以上をもちまして本会議を休会いたします。ご苦労さまでし

た。 

（散会 午後 ５時３３分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


